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八頭町八頭町営営

「さんさんバス「さんさんバス」」
運行開運行開始始

４月１日（木）、クローバーバスの運行廃止に伴い八頭町
営「さんさんバス」が運行を開始しました。役場本庁舎隣
駐車場で、運行開始記念式典が行われた後、式典出席者
が拍手でバスの出発を見送りました。（関連記事6～8ｐ）

今月の主な内今月の主な内容容
■■平成22年度施政方針（要旨平成22年度施政方針（要旨））

■■光ケーブル住民説明光ケーブル住民説明会会

■■さんさんバス運行開さんさんバス運行開始始

■■定住自立圏形成協定住自立圏形成協定定

■■まちの話まちの話題題
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八
頭
町
は
、
町
民
の
皆
様
方
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
日
を

迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
増
加
が
予

想
さ
れ
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
今
ま
で
以
上
に
健
全
な
財
政
運
営
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
真
に
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
見
極
め
な
が
ら
、
将
来
の
八

頭
町
の
活
性
化
に
向
け
て
、
総
合
計
画
を

も
と
に
各
種
の
施
策
を
進
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

平
成

年
度
施
政
方
針
の
要
旨
を
お
知

22

ら
せ
し
ま
す
。
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毅
子
育
て
支
援
と
高
齢
者
の
方
を
対
象
と

し
た
公
共
交
通
の
整
備

毅
地
域
の
活
性
化
と
定
住
の
促
進

毅
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算算算算算
のののののののののののののののの
編編編編編編編編編編編編編編編編
成成成成成成成成成成成成成成成成
方方方方方方方方方方方方方方方方

予
算
の
編
成
方
針針針針針針針針針針針針針針針針針

平
成

年
度
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、
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地
方
交
付
税
は
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
臨

時
特
例
費
の
創
設
に
よ
り
増
加
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
財
源
不
足
を
臨

時
財
政
対
策
債
の
発
行
に
よ
り
補
て
ん
し

て
お
り
、
公
債
費
負
担
は
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
地
方
へ
の
国
の
配
慮
に
よ

り
ま
し
て
実
質
の
地
方
交
付
税
は
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
景
気
悪
化
の
影
響
に
よ
り

個
人
所
得
の
大
幅
な
減
少
や
、
企
業
収
益

の
急
激
な
悪
化
の
た
め
、
税
収
が
大
幅
に

減
少
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

歳
出
で
は
、
子
ど
も
手
当
の
創
設
、
医

療
保
険
な
ど
義
務
負
担
を
伴
う
行
政
事
務

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
依
然

と
し
て
高
水
準
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
公

債
費
負
担
も
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
事
業
全
般
に
わ
た
っ

て
精
査
を
行
い
、
物
件
費
等
経
常
経
費
の

抑
制
を
図
り
、
公
共
交
通
の
整
備
、
福
祉

と
保
健
の
充
実
、
生
活
の
基
盤
整
備
、
産

業
観
光
振
興
、
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
、

事
業
の
優
先
順
位
を
検
討
し
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
べ
く

諸
施
策
の
予
算
計
上
を
行
い
ま
し
た
。
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住
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
ののののののののののののののののの
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づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりり

年
度
は
、
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査

22
が
実
施
さ
れ
る
年
で
す
。
町
民
の
皆
様
へ

の
情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら
民
意
を
把
握

し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ

と
で
町
民
参
画
を
促
し
、
個
性
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
八
頭
町
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
も
言
わ
れ
て

21
お
り
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
の
人
権
政
策
の
教
訓
を
生
か
し
、
同

和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
諸
問
題
解

決
に
向
け
た
施
策
の
推
進
を
図
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
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や
す
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ぎ
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生
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あ
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ま
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づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりり

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
介
護

保
険
制
度
に
お
き
ま
す
要
支
援
、
要
介
護

者
へ
の
円
滑
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
も
と
よ

り
、
介
護
予
防
と
し
て
の
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
や
閉
じ
こ
も
り
予
防
と
し

て
の
認
知
症
予
防
事
業
な
ど
を
進
め
て
ま
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平成22年度施政方針から（要旨）

八頭町長 平 木 誠
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さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
家

庭
で
の
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
、
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
積
極
的
に
支
援
い

た
し
ま
す
。

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
かかかかかかかかかかかかかかかか
なななななななななななななななな
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をををををををををををををををを
育育育育育育育育育育育育育育育育
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薫薫薫薫薫薫薫薫薫薫薫薫薫薫薫薫

豊
か
な
心
を
育
み
文
化
の
薫
るるるるるるるるるるるるるるるるる

まままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくく

ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりり

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
、
理

数
教
育
や
小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
、
道

徳
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

少
人
数
学
級
に
つ
き
ま
し
て
は
、
郡
家

東
・
郡
家
西
小
学
校
、
町
内
３
中
学
校
で

実
施
す
る
と
と
も
に
、
複
式
学
級
の
解
消

を
隼
、
大
江
、
八
東
小
学
校
で
行
い
、
教

育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
や
自
主
性

を
育
む
体
験
活
動
を
実
施
し
、
小
・
中
学

生
が
生
き
た
英
語
を
体
験
で
き
る
よ
う

「
外
国
青
年
招
致
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
世
界
に
目
を
向
け
る
子
ど
も
た

ち
の
育
成
と
し
て
、
韓
国
横

フ
ェ
ン

城
郡
と
の
子

ソ
ン

ど
も
交
流
事
業
な
ど
国
際
化
に
対
応
で
き

る
人
材
育
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

施
設
関
係
で
は
、
小
学
校
３
校
、
中
学

校
２
校
の
校
舎
耐
震
工
事
を
早
期
に
完
成

さ
せ
る
と
と
も
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
着
手
し
、
安
心
、
安
全
な
教
育
環
境

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域
のののののののののののののののの
個個個個個個個個個個個個個個個個
性性性性性性性性性性性性性性性性
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活活活活活活活活活活活活活活活活
かかかかかかかかかかかかかかかか
しししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたた
魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
力力力力力力力力力力力力力力力力

地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
魅
力
ととととととととととととととととと

活活活活活活活活活活活活活活活活
力力力力力力力力力力力力力力力力
のののののののののののののののの
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ちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくく

活
力
の
ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりり

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
の

振
興
を
図
る
た
め
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
事
業
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
に
よ
り
農
地
、
農
業
施
設
等
の

保
全
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
特
産
品
に
付
加
価
値
を
付
け
る

た
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
支
援
事
業
を

活
用
し
た
プ
レ
ハ
ブ
冷
蔵
設
備
、
ま
た
未

来
を
切
り
拓
く
六
次
産
業
創
出
事
業
で
、

林
産
物
加
工
施
設
（
筍
加
工
施
設
）
の
整

備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
増
大
し
て
お
り
ま
す
イ
ノ
シ

シ
、
シ
カ
等
の
野
生
動
物
に
よ
る
有
害
鳥

獣
被
害
の
対
策
と
し
て
、
防
護
柵
等
の
設

置
助
成
や
猟
友
会
へ
の
駆
除
要
請
を
行

い
、
農
産
物
の
生
産
意
欲
の
向
上
を
高
め

て
ま
い
り
ま
す
。

適
切
な
森
林
の
保
全
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林
を
間

伐
整
備
す
る
緑
の
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
や
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備

事
業
、
森
づ
く
り
作
業
道
整
備
事
業
、
竹

林
整
備
事
業
等
を
推
進
し
、
森
林
の
保
全

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
深
刻
な
雇
用
情
勢
に
対
応
す
る

た
め
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業
や
ふ
る
さ
と

雇
用
対
策
事
業
を
活
用
し
、
雇
用
就
業
の

拡
大
に
努
め
ま
す
。

関
西
圏
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
、
昨

年
４
月
に
開
設
し
た
八
頭
町
関
西
事
務
所

を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
西
圏
と

の
交
流
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
案
内
や
特
産
品
の
販
売
は
、
現

在
、
整
備
中
の
八
頭
町
観
光
協
会
の
事
務

所
を
拠
点
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
（
森
下
広

一
杯
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
き
ら
め
き
祭
り

等
）
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
農
産
物
な
ど
の
販
路

拡
大
、
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

効効効効効効効効効効効効効効効効
率率率率率率率率率率率率率率率率
的的的的的的的的的的的的的的的的
なななななななななななななななな
行行行行行行行行行行行行行行行行
財財財財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政政政政
運運運運運運運運運運運運運運運運

効
率
的
な
行
財
政
運
営営営営営営営営営営営営営営営営営

平
成

年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た

20

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
ま
し
て
、
規
律
あ
る

効
率
的
な
行
財
政
運
営
が
一
層
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

自
主
財
源
の
少
な
い
本
町
は
、
地
方
交

付
税
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
今
後
更

な
る
経
費
削
減
に
努
め
、
歳
出
規
模
を
抑

制
し
た
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
財
政
状
況
を
町
民
の
皆
様
に
わ

か
り
や
す
く
情
報
提
供
し
、
行
政
改
革
と

財
政
の
健
全
化
を
着
実
に
実
施
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

終
り
に
、
議
会
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
同
時
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
平
成

年
度
の
施
政

22

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
、
保
育
料
の
軽
減
は

も
と
よ
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
の
充
実
を
図
り
、
保
護
者
の

皆
様
方
が
安
心
し
て
就
労
で
き
る
支
援
体

制
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
児
童
な
ど
の
予
防
接

種
事
業
（
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
肺
炎
球
菌
等
）、
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
医
療
費
助
成
事
業
は
、
就
学
前
ま

で
の
児
童
が
対
象
で
し
た
が
、
対
象
を
中

学
生
ま
で
に
拡
大
し
、
新
た
に
子
育
て
支

援
医
療
費
助
成
事
業
と
し
て
、
医
療
費
の

助
成
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自自自自自自自自自自自自自自自自
然然然然然然然然然然然然然然然然
とととととととととととととととと
共共共共共共共共共共共共共共共共
生生生生生生生生生生生生生生生生
しししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたた
快快快快快快快快快快快快快快快快
適適適適適適適適適適適適適適適適
でででででででででででででででで
安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全

自
然
と
共
生
し
た
快
適
で
安
全
ななななななななななななななななな

まままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくく

ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりり

中
山
間
地
域
の
路
線
バ
ス
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
４
月
か
ら
町
営
バ
ス
と
し
て

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
、
若
桜
鉄
道
は
昨
年
の
４
月
１
日
よ

り
、
新
た
に
公
設
民
営
の
上
下
分
離
方
式

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
、
概
ね
計

画
ど
お
り
の
経
営
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
若
桜
鉄
道
の
利
用
促
進
に

あ
た
り
ま
し
て
強
力
な
乗
車
運
動
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
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全
集
落
を

対
象
に

「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
・
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」

住
民
説
明
会
を

開
催
！

―
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
内
容
を
説
明
し
ま
す
―

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

Ｑ

住
民
説
明
会
の
時
に
配
布
す
る

29
「
工
事
承
諾
書
兼
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
込

書
」
っ
て
何
？

「
工
事
承
諾
書
兼
サ
ー
ビ
ス
利
用
申

込
書
」
の
「
工
事
承
諾
書
」
は
、
町
が

無
償
で
Ｖ
―
Ｏ
Ｎ
Ｕ
ボ
ッ
ク
ス
を
外
壁

に
取
り
付
け
光
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
込
む

工
事
と
宅
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行

政
無
線
機
（
Ｆ
Ｍ
告
知
端
末
機
）
と
Ｖ

―
Ｏ
Ｎ
Ｕ
ボ
ッ
ク
ス
を
つ
な
ぐ
配
線
工

事（
下
図
参
照
）を
全
家
庭
で
行
い
ま
す
。

こ
の
工
事
の
承
諾
に
な
り
ま
す
の

で
、
全
家
庭
か
ら
の
提
出
を
お
願
い
し

識
竺

鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫

ま
す
。

ま
た
、「
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
込
書
」

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
フ
レ
ッ
ツ
光

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
、
光
電
話
の

う
ち
利
用
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
申
し
込

む
も
の
で
す
。
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に

は
、
後
日
（
秋
以
降
の
予
定
）、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は「
全
関
西
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
」、
フ
レ
ッ
ツ
光
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
」
か
ら
個
別
に
連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
各
自
が
直
接
契
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎

光
ケ
ー
ブ
ル

Ｑ
＆

Ａ
④

˗
光
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
ま
す

ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ
ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ
ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ
交交交交交交交交交交交交交交交交
付付付付付付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金金金金金金
のののののののののののののののの
交交交交交交交交交交交交交交交交
付付付付付付付付付付付付付付付付
決決決決決決決決決決決決決決決決
定定定定定定定定定定定定定定定定
をををををををををををををををを
受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
交
付
金
の
交
付
決
定
を
受
け
ててててててててててててててててて

地
域
間
の
情
報
格
差
の
是
正
に
有
効
な

「
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
交
付
金
）」
の
補
正
予
算
要
求
に

か
か
る
調
書
を
昨
年
５
月
に
総
務
省
に
提

出
し
、
総
務
省
で
内
容
等
の
精
査
が
行
わ

れ
、
申
請
書
を
提
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

３
月

日
付
で
総
務
大
臣
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
交

11

付
金
の
交
付
決
定
が
届
き
ま
し
た
。

こ
の
交
付
決
定
を
受
け
て
、
３
月

日
19

に
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
で
あ
る
全
関
西

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）

と「
調
査
設
計
業
務
及
び
施
工
監
理
業
務
」

委
託
請
負
契
約
を
締
結
し
、
本
工
事
に
向

け
て
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
６
月
上
旬
を
目
途
に
工
事
請

負
業
務
の
契
約
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

平
成

年
４
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け

23

て
、
幹
線
工
事
、
引
込
工
事
、
宅
内
工
事

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
町
民
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

住住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民民
説説説説説説説説説説説説説説説説
明明明明明明明明明明明明明明明明
会会会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

住
民
説
明
会
開
催
に
つ
い
ててててててててててててててててて

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
及
び
光
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
（
サ
ー
ビ
ス
内

容
、
利
用
料
金
等
）
に
つ
い
て
説
明
す
る

「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
・
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
住
民
説
明
会
」
を
左
ペ
ー
ジ
の
日
程
に

よ
り
各
集
落
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

住
民
説
明
会
に
は
、
本
事
業
で
整
備
す

る
施
設
の
運
営
事
業
者
（
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鳥
取
支
店
等
）
と
役

場
職
員
が
一
緒
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
住
民
説
明
会
の
時
に
「
工
事
承

諾
書
（
町
整
備
に
よ
る
Ｖ
―
Ｏ
Ｎ
Ｕ
の
設

置
及
び
防
災
行
政
無
線
機
と
光
ケ
ー
ブ
ル

の
接
続
工
事
等
）
兼
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
込

書
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
、
光
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
等
）」を
配
布
し
ま
す
の

で
、
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
ま
す
。

Ｑ
29
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Ｄ 班Ｃ 班Ｂ 班Ａ 班曜
日日

会 場対象集落会 場対象集落会 場対象集落会 場対象集落

５月

西御門公民館西 御 門姫路公民館姫 路水12

上日下部公会堂上日下部下野改善ｾﾝﾀー下 野市谷公民館市 谷山志谷公民館山 志 谷木13

安井宿公民館安 井 宿橋本改善ｾﾝﾀー橋 本郡家殿公民館郡 家 殿明辺公民館明 辺金14

桜ケ丘集会所桜 ケ 丘塩上改善ｾﾝﾀー塩 上花 公 民 館花落岩公民館落 岩月17

新興寺公民館新興寺・
新興寺団地水口でこの館水 口大門公民館大 門麻生公民館麻 生火18

小別府公民館小 別 府済美地区公民館船 岡 殿野町公民館野 町福地公民館福 地水19

横田公民館横 田下町集会所下 町木20

茂田公民館茂 田坂町公民館坂 町 上米岡公民館米 岡覚王寺公民館覚 王 寺金21

才代一公民館才 代 一坂町公民館坂 町 下石田百井公民館石田百井東市場公民館東 市 場月24

才代二老人憩いの家才 代 二上町多目的集会所上 町土師百井二集会所土師百井二彩 祭 館市 場火25

才代団地公民館才代団地下濃公民館下 濃土師百井公民館土師百井上津黒公民館上 津 黒水26

東一公民館東 一坂田公民館坂 田上万代寺集会所上万代寺下津黒公民館下 津 黒木27

東二老人憩いの家東 二薬師住宅団地集会所薬 師うるおいの館国中一区別府公民館別 府金28

皆原農村婦人の家皆 原丸山集会所丸 山郡家西地区公民館さくら台篠波公民館篠 波月31

６月

岩渕集落センター岩 渕新庄公民館新 庄塚公民館塚延命寺公民館延 命 寺火1

三浦公民館三 浦破岩集会所破 岩緑ヶ丘公民館緑 ヶ 丘上大坪公民館上 大 坪水2

ふれあい館佐 崎志子部集会所志 子 部久能寺公民館久 能 寺下大坪公民館下 大 坪木3

清徳公民館奥野・清徳見槻集会所見 槻池田公民館池 田奥山上公民館奥 山 上金4

小畑団地集会所小畑団地西谷生活改善センター西 谷郡家西地区公民館南 ヶ 丘口山上公民館口 山 上月7

三山口公民館三 山 口隼地区公民館見 槻 中郡家コミュニティーセンター郡家北区上峰寺公民館上 峰 寺火8

鍛冶屋公民館鍛 冶 屋隼郡家生活改善センター隼 郡 家郡家西地区公民館郡家西区下峰寺公民館下 峰 寺水9

竹市公民館竹 市福井公民館福 井郡家コミュニティーセンター郡家中区山田公民館山 田木10
下 徳 丸 農 林 家
活動促進センター下 徳 丸隼福公民館隼 福郡 家 東 公 会 堂郡家東区山路公民館山 路金11

上徳丸集会所上 徳 丸上野集会所上 野 上郡家西地区公民館さつきヶ丘花原公民館花 原月14

重枝公民館重 枝上野地区会館上 野区 長 宅天 王 木井古公民館井 古火15

島 公 民 館島上中用呂公民館用 呂賀茂町公民館賀 茂 町稲荷公民館稲 荷水16

下南老人憩いの家下 南日田構造改善センター日 田福本公民館福 本下坂公民館下 坂木17

中南老人憩いの家中 南細見集会所細 見ドミールこおげ集会所ドミールこおげ奥谷公民館奥 谷金18

区 長 宅南 団 地稗谷公民館稗 谷カーサこおげ集会所カーサこおげ下門尾公民館下 門 尾月21

上南公民館上 南細見地区生活改善センター中宮谷公民館宮 谷ﾌﾛーﾗﾙ公民館フローラル火22

北山公民館北 山志谷清流の館志 谷若葉公民館若 葉門尾公民館門 尾水23

下日下部集会所下日下部富枝公民館富 枝宝 公 民 館宝堀越コミュニティーセンター堀 越木24

大江多目的集会所大 江万代寺公民館万 代 寺国中老人憩いの家国中二区金25

八頭町

情報通信［ＣＡＴＶ・光インターネット］サービス住民説明会日程表

※開催時間は、いずれの会場も19：30～21：00とする。
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平
成

年
４
月
１
日
か
ら
、
八
頭
町
営

22

の
「
さ
ん
さ
ん
バ
ス
」
の
運
行
が
始
ま
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
ク
ロ
ー
バ
ー
バ
ス
が
運
行

し
て
い
た
私
都
線
、
大
江
線
に
加
え
、
ワ

ゴ
ン
車
（
乗
客
９
人
乗
り
）
に
よ
る
バ
ス

路
線
と
し
て
「
見
槻
線
、
細
見
線
、
日
下

部
・
横
田
線
」
の
３
路
線
が
新
た
に
追
加

さ
れ
運
行
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
共
交
通
が
運
行
さ
れ
て
い
な

い
地
域
の
交
通
弱
者
（
運
転
免
許
証
の
な

い
高
齢
者
な
ど
）
の
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

の
一
部
を
補
助
す
る
対
象
地
域
を
拡
大
し

ま
し
た
。

○○○○○○○○○○○○○○○○
なななななななななななななななな
ぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ
ババババババババババババババババ
スススススススススススススススス
がががががががががががががががが
町町町町町町町町町町町町町町町町
営営営営営営営営営営営営営営営営
化化化化化化化化化化化化化化化化
ささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたたたたたたた
のののののののののののののののの

○
な
ぜ
バ
ス
が
町
営
化
さ
れ
た
の
？？？？？？？？？？？？？？？？？

八
頭
町
内
で
は
、
鳥
取
自
動
車
㈱
が
ク

ロ
ー
バ
ー
バ
ス
２
路
線
（
私
都
線
・
大
江

線
）
を
運
行
し
、
皆
さ
ん
の
通
勤
・
通
学

や
通
院
、
買
い
物
な
ど
の
交
通
手
段
と
し

て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
過
疎

化
・
少
子
化
な
ど
に
よ
る
利
用
者
の
減
少

に
よ
り
収
益
が
減
少
し
、
ま
た
車
両
の
老

朽
化
が
著
し
く
、
今
後
バ
ス
を
買
い
換
え

る
と
さ
ら
に
大
き
な
負
担
が
発
生
す
る
こ

と
か
ら
鳥
取
自
動
車
㈱
が
ク
ロ
ー
バ
ー
バ

ス
の
運
行
を
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ク
ロ
ー
バ
ー
バ
ス
は

生
活
に
密
着
し
た
重
要
な
生
活
路
線
と
し

て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
単
純
に
な
く
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ク
ロ
ー
バ
ー
バ
ス
路
線
を
町

営
バ
ス
と
し
て
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

○○○○○○○○○○○○○○○○○
ここここここここここここここここ
れれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままま
でででででででででででででででで
のののののののののののののののの
クククククククククククククククク
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ババババババババババババババババ
スススススススススススススススス

こ
れ
ま
で
の
ク
ロ
ー
バ
ー
バ
ス
ととととととととととととととととと

何何何何何何何何何何何何何何何何
がががががががががががががががが
違違違違違違違違違違違違違違違違
うううううううううううううううう
のののののののののののののののの

何
が
違
う
の
？？？？？？？？？？？？？？？？？

こ
れ
ま
で
運
行
し
て
き
た
２
路
線
（
私

都
線
・
大
江
線
）
に
つ
い
て
は
、
ク
ロ
ー

バ
ー
バ
ス
と
同
様
の
運
行
形
態
を
引
き
継

ぎ
な
が
ら
、
広
域
バ
ス
へ
の
乗
り
継
ぎ
を

配
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
改
正
や
、
保
健
セ
ン

タ
ー
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
由
の
路

線
設
定
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
利
用
し
や

す
い
バ
ス
運
行
を
行
い
ま
す
。

ま
た
新
設
の
３
路
線
（
見
槻
線
、
細
見

線
、
日
下
部
・
横
田
線
）
に
つ
い
て
は
、

ワ
ゴ
ン
車
（
乗
客
９
人
乗
り
）
を
配
備
し
、

遠
距
離
通
学
の
児
童
に
配
慮
し
た
運
行
を

行
い
ま
す
。

○○○○○○○○○○○○○○○○○
各各各各各各各各各各各各各各各各
路路路路路路路路路路路路路路路路
線線線線線線線線線線線線線線線線
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

各
路
線
に
つ
い
ててててててててててててててててて

①
私
都
線
（
乗
客

人
乗
り
小
型
バ
ス
）

35

落
岩
～
八
頭
町
役
場
本
庁
舎
前
の
区
間

を
平
日
・
土
曜
日
は
８
～
９
往
復
、
日
曜
・

祝
日
は
３
往
復
（
乗
客
９
人
乗
り
ワ
ゴ
ン

車
）
運
行
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
運
行
経
路
に
「
下

坂
（
ハ
ピ
ー
マ
ー
ト
裏
）」
と
「
郡
家
保
健

セ
ン
タ
ー
前
」（
平
日
・
土
曜
日
の
４
往
復
）

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

八頭町営「「「「「「「「「「「「「「「「ささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんババババババババババババババババスススススススススススススススス「さんさんバス」」」」」」」」」」」」」」」」」

運運運運運運運運運運運運運運運運 行行行行行行行行行行行行行行行行運 行 開開開開開開開開開開開開開開開開開 始始始始始始始始始始始始始始始始始



:";6
2010.５ɟ7

②
大
江
線
（
乗
客

人
乗
り
小
型
バ
ス
）

35

大
江
車
庫
～
郡
家
駅
前
の
区
間
を
平

日
・
土
曜
日
は
８
～
９
往
復
、
日
曜
・
祝

日
は
３
往
復（
乗
客
９
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
）

運
行
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
運
行
経
路
に
「
船
岡

保
健
セ
ン
タ
ー
前
」が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

③
見
槻
線
（
乗
客
９
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
）

志
子
部
～
隼
小
学
校
～
福
井
～
船
岡
中

学
校
の
区
間
を
平
日
１
往
復
、
小
学
生
の

通
学
に
合
わ
せ
て
運
行
し
ま
す
。

小
学
生
以
外
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
曜
日
・
祝
日
、
小
学
校
の
春
・
夏
・

冬
休
み
期
間
中
は
、
運
休
し
ま
す
。

④
細
見
線
（
乗
客
９
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
）

稗
谷
～
八
東
庁
舎
前
～
丹
比
駅
前
の
区

間
を
平
日
の
朝
１
便
と
夕
方
２
便
、
小
学

生
の
通
学
に
合
わ
せ
て
運
行
し
ま
す
。

小
学
生
以
外
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
曜
日
・
祝
日
、
小
学
校
の
春
・
夏
・

冬
休
み
期
間
中
は
、
運
休
し
ま
す
。

⑤
日
下
部
・
横
田
線
（
乗
客
９
人
乗
り
ワ

ゴ
ン
車
）

下
日
下
部
～
安
部
駅
前
～
安
部
小
学
校

～
横
田
～
八
東
駅
前
～
八
東
小
学
校
の
区

間
を
平
日
の
朝
１
便
と
夕
方
２
便
、
小
学

生
の
通
学
に
合
わ
せ
て
運
行
し
ま
す
。

小
学
生
以
外
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
曜
日
・
祝
日
、
小
学
校
の
春
・
夏
・

冬
休
み
期
間
中
は
、
運
休
し
ま
す
。
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○○○○○○○○○○○○○○○○
料料料料料料料料料料料料料料料料
金金金金金金金金金金金金金金金金
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

○
料
金
に
つ
い
ててててててててててててててててて

私
都
、
大
江
線
は
、
ク
ロ
ー
バ
ー
バ
ス

の
７
割
程
度
の
料
金
と
な
り
ま
す
。

見
槻
線
、
細
見
線
、
日
下
部
・
横
田
線

は
、
乗
車
１
回
に
つ
き
１
０
０
円
（
定
額

制
）
で
す
。

小
学
生
は
、
大
人
料
金
の
半
額
（
5
円

は

円
に
切
り
上
げ
）
で
す
。

10義
務
教
育
就
学
前
の
子
は
無
料
で
す
。

○○○○○○○○○○○○○○○○
回回回回回回回回回回回回回回回回
数数数数数数数数数数数数数数数数
乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗
車車車車車車車車車車車車車車車車
券券券券券券券券券券券券券券券券
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

○
回
数
乗
車
券
に
つ
い
ててててててててててててててててて

回
数
乗
車
券
（

枚
綴
り
）
は
、

回

11

10

分
の
料
金
で

回
利
用
で
き
ま
す
。

11

○○○○○○○○○○○○○○○○
定定定定定定定定定定定定定定定定
期期期期期期期期期期期期期期期期
券券券券券券券券券券券券券券券券
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

○
定
期
券
に
つ
い
ててててててててててててててててて

▼
定
期
券
は
次
の
３
種
類

毅
普
通
定
期
券
…
…
…
通
勤
な
ど
一
般
用

毅
通
学
定
期
券
…
…
…
学
生
用

毅
シ
ル
バ
ー
定
期
券
…

歳
以
上
用

65

▼
定
期
券
の
期
間
は
「
１
カ
月
、
２
カ
月
、

３
カ
月
」
の
３
種
類
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
半

額
。

○○○○○○○○○○○○○○○○○
回回回回回回回回回回回回回回回回
数数数数数数数数数数数数数数数数
乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗
車車車車車車車車車車車車車車車車
券券券券券券券券券券券券券券券券
、、、、、、、、、、、、、、、、定定定定定定定定定定定定定定定定
期期期期期期期期期期期期期期期期
券券券券券券券券券券券券券券券券
のののののののののののののののの
販販販販販販販販販販販販販販販販
売売売売売売売売売売売売売売売売
場場場場場場場場場場場場場場場場

回
数
乗
車
券
、定
期
券
の
販
売
場
所所所所所所所所所所所所所所所所所

毅
八
頭
町
役
場
本
庁
舎
・
各
支
所

毅
鳥
取
自
動
車
㈱
郡
家
営
業
所（
鳥
タ
ク
）

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
課

（
緯

―
０
２
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ

76

く
だ
さ
い
。

八
頭
町
タ
ク
シ
ー
利
用
者
補
助
金
は
、

近
隣
に
鉄
道
、
バ
ス
な
ど
が
運
行
さ
れ
て

い
な
い
地
域
で
、
交
通
弱
者
の
方
を
対
象

と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ
れ
た
際
に

料
金
の
３
分
の
２
を
八
頭
町
が
補
助
す
る

制
度
で
す
。

毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅
対対対対対対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象象象象象象
者者者者者者者者者者者者者者者者
やややややややややややややややや
制制制制制制制制制制制制制制制制
限限限限限限限限限限限限限限限限
はははははははははははははははは

対
象
者
や
制
限
は
？？？？？？？？？？？？？？？？？

別
表
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
65

歳
以
上
又
は
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
で
、
運
転
免
許
を
お
持
ち
で
な
い
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
利
用
区
間
】
対
象
地
域
か
ら
最
寄
り
の
駅

か
役
場
庁
舎
付
近
ま
で
と
区
間
内
に
あ

る
医
療
機
関

【
利
用
回
数
】
月
に
片
道
４
回

【
利
用
時
間
】
午
前
６
時

分
～
午
後
７
時

30

毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅
利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用
すすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるる
にににににににににににににににに
はははははははははははははははは

利
用
す
る
に
は
？？？？？？？？？？？？？？？？？

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付
）
と

タ
ク
シ
ー
利
用
者
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

①
役
場
福
祉
環
境
課
又
は
各
支
所
の
住
民

課
で
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真

付
）」の
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
後
日
、
申
請
し
た
窓
口
で「
住
基
カ
ー
ド
」

を
受
け
取
り
、「
タ
ク
シ
ー
利
用
者
登

録
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅
利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用
方方方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法法法
はははははははははははははははは

利
用
方
法
は
？？？？？？？？？？？？？？？？？

タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ
れ
た
時
に
運
転
手

の
方
に

①「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」を
提
示
し
て
、

②「
正
規
料
金
の
３
分
の
１
の
金
額
」を
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）
正
規
料
金
が
１
、
５
０
０
円
の
場

合
、
５
０
０
円
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅
利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用
でででででででででででででででで
きききききききききききききききき
るるるるるるるるるるるるるるるる
タタタタタタタタタタタタタタタタ
クククククククククククククククク
シシシシシシシシシシシシシシシシ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
はははははははははははははははは

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
は
？？？？？？？？？？？？？？？？？

鳥
取
タ
ク
シ
ー

（
郡
家
駅
前

緯

―
0
１
１
１
）

73

丹
比
タ
ク
シ
ー

（
北

山

緯

―
３
１
０
１
）

84

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
課（
緯

―
０
２

76

０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

八八八八八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
町町町町町町町町町町町町町町町町
タタタタタタタタタタタタタタタタ
クククククククククククククククク
シシシシシシシシシシシシシシシシ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用
者者者者者者者者者者者者者者者者
補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助

八
頭
町
タ
ク
シ
ー
利
用
者
補
助
金金金金金金金金金金金金金金金金金

郡家地域船岡地域八東地域

姫
路
、
明
辺
、
山
志
谷
、

土
師
百
井
、
土
師
百
井
二
、

石
田
百
井
、
米
岡

西
谷
、
見
槻
、
志
子
部
、

福
井
、
隼
福
、
隼
郡
家
、

見
槻
中
、
新
庄
、
破
岩

鍛
冶
屋
、
三
山
口
、

小
畑
団
地
、
清
徳
、
奥
野
、

三
浦
、
佐
崎
、
志
谷
、
中
、

稗
谷
、
皆
原

タクシー利用者補助金対象地域
癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫

翫
翫

大 江 線

（ 大江車庫 ～ 八頭町役場船岡庁舎前 ）

シルバー定期券通学定期券普通定期券種類

期間 ［65歳以上］［高校生］［一 般］

4,200円6,750円8,100円１カ月

7,980円12,825円15,390円２カ月

11,340円18,225円21,870円３カ月

私 都 線

（ 落岩 ～ 堀越 ）

シルバー定期券通学定期券普通定期券種類

期間 ［65歳以上］［高校生］［一 般］

4,500円7,500円9,000円１カ月

8,550円14,250円17,100円２カ月

12,150円20,250円24,300円３カ月

参参参参参参参参参参参参参参参参考考考考考考考考考考考考考考考考：：：：：：：：：：：：：：：：定定定定定定定定定定定定定定定定期期期期期期期期期期期期期期期期券券券券券券券券券券券券券券券券のののののののののののののののの種種種種種種種種種種種種種種種種類類類類類類類類類類類類類類類類別別別別別別別別別別別別別別別別・・・・・・・・・・・・・・・・期期期期期期期期期期期期期期期期間間間間間間間間間間間間間間間間別別別別別別別別別別別別別別別別料料料料料料料料料料料料料料料料参考：定期券の種類別・期間別料金金金金金金金金金金金金金金金金金
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蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎

鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥
取取取取取取取取取取取取取取取取
・・・・・・・・・・・・・・・・
因因因因因因因因因因因因因因因因

鳥
取
・
因
幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡
圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏
域域域域域域域域域域域域域域域域
圏
域

定定定定定定定定定定定定定定定定
住住住住住住住住住住住住住住住住
自自自自自自自自自自自自自自自自
立立立立立立立立立立立立立立立立
圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏
形形形形形形形形形形形形形形形形
成成成成成成成成成成成成成成成成
協協協協協協協協協協協協協協協協
定定定定定定定定定定定定定定定定
をををををををををををををををを
締締締締締締締締締締締締締締締締

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結結結結結結結結結結結結結結結結結

鳥
取
市
と
八
頭
町
、
岩
美
町
、
若
桜
町
、

智
頭
町
の
１
市
４
町
は
、
３
月

日
に

29

「
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
」を

締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
鳥
取
県
東
部
１
市

４
町
は
、「
鳥
取
・
因
幡
定
住
自
立
圏
」
を

形
成
し
、
各
地
域
の
特
色
を
活
か
し
な
が

ら
、
圏
域
の
魅
力
を
高
め
、
生
活
基
盤
の

充
実
と
一
体
的
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

③③③③③③③③③③③③③③③③

地地地地地地地地地地地地地地地地
球球球球球球球球球球球球球球球球
温温温温温温温温温温温温温温温温
暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖
化化化化化化化化化化化化化化化化
防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止
対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策
のののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実

③

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
実
施施施施施施施施施施施施施施施施施

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る

研
究
会
を
設
置
し
、
生
ご
み
の
分
別
収
集

や
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
検
討
な

ど
に
取
り
組
み
、
連
携
し
て
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

④④④④④④④④④④④④④④④④④

利利利利利利利利利利利利利利利利
便便便便便便便便便便便便便便便便
性性性性性性性性性性性性性性性性
のののののののののののののののの
高高高高高高高高高高高高高高高高

利
便
性
の
高
いいいいいいいいいいいいいいいいい

地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域
公公公公公公公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共共共共共共共
交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通
のののののののののののののののの
構構構構構構構構構構構構構構構構

地
域
公
共
交
通
の
構
築築築築築築築築築築築築築築築築築

圏
域
内
に
お
け
る
公
共
交
通
に
共
通
す

る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
連
携
し
て
調

査
研
究
や
実
証
運
行
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏
域域域域域域域域域域域域域域域域
のののののののののののののののの
特特特特特特特特特特特特特特特特
産産産産産産産産産産産産産産産産
品品品品品品品品品品品品品品品品
のののののののののののののののの
育育育育育育育育育育育育育育育育
成成成成成成成成成成成成成成成成
支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援
及及及及及及及及及及及及及及及及

圏
域
の
特
産
品
の
育
成
支
援
及
びびびびびびびびびびびびびびびびび

物物物物物物物物物物物物物物物物
流流流流流流流流流流流流流流流流
・・・・・・・・・・・・・・・・
販販販販販販販販販販販販販販販販
売売売売売売売売売売売売売売売売
シシシシシシシシシシシシシシシシ
スススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテ
ムムムムムムムムムムムムムムムム
のののののののののののののののの
構構構構構構構構構構構構構構構構

物
流
・
販
売
シ
ス
テ
ム
の
構
築築築築築築築築築築築築築築築築築

鳥
取
い
な
ば
農
業
協
同
組
合
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
、
圏
域
に
お
け
る
特
産
品

の
育
成
支
援
策
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
圏

域
に
お
け
る
特
産
品
の
育
成
支
援
策
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
圏
域
の
農
産
物
な
ど
の
集
出
荷

一
貫
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
関
西
圏
な
ど
で

の
販
売
店
舗
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

主主主主主主主主主主主主主主主主
なななななななななななななななな
協協協協協協協協協協協協協協協協
定定定定定定定定定定定定定定定定
内内内内内内内内内内内内内内内内

主
な
協
定
内
容容容容容容容容容容容容容容容容容

１１１１１１１１１１１１１１１１
市市市市市市市市市市市市市市市市
４４４４４４４４４４４４４４４４
町町町町町町町町町町町町町町町町
にににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよ

１
市
４
町
に
よ
るるるるるるるるるるるるるるるるる

共共共共共共共共共共共共共共共共
通通通通通通通通通通通通通通通通
のののののののののののののののの
取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組組組

共
通
の
取
り
組
みみみみみみみみみみみみみみみみみ

①①①①①①①①①①①①①①①①

圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏圏
域域域域域域域域域域域域域域域域
のののののののののののののののの
観観観観観観観観観観観観観観観観
光光光光光光光光光光光光光光光光
・・・・・・・・・・・・・・・・
物物物物物物物物物物物物物物物物
産産産産産産産産産産産産産産産産
振振振振振振振振振振振振振振振振

①

圏
域
の
観
光
・
物
産
振
興興興興興興興興興興興興興興興興興

観
光
協
会
、
経
済
団
体
等
か
ら
な
る
圏

域
内
の
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
画
し
、

圏
域
の
観
光
情
報
の
集
約
、
一
括
し
た
情

報
発
信
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
な
ど
を
行
い
、
圏
域
の
観
光
振
興
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
圏
域
の
特
産
品
等
の
情
報
発
信

や
販
路
開
拓
・
拡
大
に
取
り
組
む
体
制
を

研
究
し
、
圏
域
の
物
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

②②②②②②②②②②②②②②②②

鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥
獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣
害害害害害害害害害害害害害害害害
対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策
のののののののののののののののの
推推推推推推推推推推推推推推推推

②

鳥
獣
害
対
策
の
推
進進進進進進進進進進進進進進進進進

圏
域
に
お
け
る
鳥
獣
害
対
策
に
関
し

て
、
情
報
共
有
や
連
絡
調
整
な
ど
を
行

い
、
狩
猟
従
事
者
、
農
林
水
産
物
の
生
産

者
な
ど
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
一
体
的

な
被
害
防
止
活
動
、
捕
獲
鳥
獣
の
活
用
等

を
行
い
ま
す
。

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

都都都都都都都都都都都都都都都都
市市市市市市市市市市市市市市市市
とととととととととととととととと
農農農農農農農農農農農農農農農農
村村村村村村村村村村村村村村村村
とととととととととととととととと
のののののののののののののののの
交交交交交交交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流流流流流流流
等等等等等等等等等等等等等等等等
にににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよ

⑥

都
市
と
農
村
と
の
交
流
等
に
よ
るるるるるるるるるるるるるるるるる

中中中中中中中中中中中中中中中中
山山山山山山山山山山山山山山山山
間間間間間間間間間間間間間間間間
地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域
振振振振振振振振振振振振振振振振
興興興興興興興興興興興興興興興興
対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策
のののののののののののののののの
推推推推推推推推推推推推推推推推

中
山
間
地
域
振
興
対
策
の
推
進進進進進進進進進進進進進進進進進

各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
連
携
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
圏
域
内
の
中
山
間
地
域
と

都
市
住
民
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の

支
援
を
行
い
、
連
携
し
て
中
山
間
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

中中中中中中中中中中中中中中中中
山山山山山山山山山山山山山山山山
間間間間間間間間間間間間間間間間
地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域
振振振振振振振振振振振振振振振振
興興興興興興興興興興興興興興興興
にににににににににににににににに
係係係係係係係係係係係係係係係係

中
山
間
地
域
振
興
に
係
るるるるるるるるるるるるるるるるる

民民民民民民民民民民民民民民民民
間間間間間間間間間間間間間間間間
人人人人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材材材材
のののののののののののののののの
育育育育育育育育育育育育育育育育

民
間
人
材
の
育
成成成成成成成成成成成成成成成成成

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
係
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
交
流
会
、
研
修
会
な
ど
を
開

催
し
、
中
山
間
地
域
振
興
に
携
わ
る
人
材

の
育
成
を
行
い
ま
す
。

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

合合合合合合合合合合合合合合合合
同同同同同同同同同同同同同同同同
職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員
研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修
なななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどど
のののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実

合
同
職
員
研
修
な
ど
の
実
施施施施施施施施施施施施施施施施施

職
員
の
資
質
、
政
策
課
題
対
応
能
力
な

ど
を
高
め
る
た
め
、
合
同
職
員
研
修
な
ど

の
実
施
に
よ
り
、
圏
域
内
自
治
体
職
員
の

人
材
育
成
を
行
い
ま
す
。

鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥
取取取取取取取取取取取取取取取取
市市市市市市市市市市市市市市市市
・・・・・・・・・・・・・・・・
八八八八八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
町町町町町町町町町町町町町町町町
・・・・・・・・・・・・・・・・
若若若若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
町町町町町町町町町町町町町町町町

鳥
取
市
・
八
頭
町
・
若
桜
町
ににににににににににににににににに

よよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるる
共共共共共共共共共共共共共共共共
通通通通通通通通通通通通通通通通
のののののののののののののののの
取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組組組

よ
る
共
通
の
取
り
組
みみみみみみみみみみみみみみみみみ

若若若若若若若若若若若若若若若若
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄
道道道道道道道道道道道道道道道道
のののののののののののののののの
存存存存存存存存存存存存存存存存
続続続続続続続続続続続続続続続続
及及及及及及及及及及及及及及及及
びびびびびびびびびびびびびびびび
活活活活活活活活活活活活活活活活
性性性性性性性性性性性性性性性性

若
桜
鉄
道
の
存
続
及
び
活
性
化化化化化化化化化化化化化化化化化

若
桜
鉄
道
の
施
設
の
維
持
管
理
を
行
う

と
と
も
に
、
魅
力
向
上
策
に
つ
い
て
検
討

し
、
連
携
し
て
若
桜
鉄
道
の
利
用
者
の
増

加
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

協定締結後、握手を交わす１市４町の首長
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おおおおおおおおおおおおおおおおお世世世世世世世世世世世世世世世世世話話話話話話話話話話話話話話話話話ににににににににににににににににななななななななななななななななりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままになりますすすすすすすすすすすすすすすすす
平成22年度の区長（自治会長）さんは次のとおりです。（敬称略）

郡 家 地 域

区長名行政区名区長名行政区名

岸田 茂ドミールこおげ坂本 登姫 路

山根 晃一福 本森田 慶隆明 辺

綾木 教友賀 茂 町勝原 伸一落 岩

市村 茂天 王 木入江 清人山 志 谷

井上むさしさつきヶ丘西山 馨麻 生

福井 誠郡 家 東 区山本 龍一福 地

宮田 秀行郡 家 中 区垣屋 寛美野 町

濱野 章一郡 家 西 区河村 久雄覚 王 寺

井上 順二郡 家 北 区西田 勝東 市 場

岩﨑 恵二南 ヶ 丘安部 公吉市 場

上嶋 裕史池 田衣笠 晋吾上 津 黒

高藤 芳彦久 能 寺中村 正孝下 津 黒

松尾 隆緑 ヶ 丘野田 薫別 府

山根 勝男塚土橋 義親篠 波

櫻田 基道さ くら 台岡森 昭則延 命 寺

毛利 寿明万 代 寺尾脇 博之上 大 坪

中田 一浩上 万 代 寺森岡 正光下 大 坪

三木 徳一土 師 百 井中尾 勇奥 山 上

森下 一明土師百井二中山 孝道口 山 上

山邉 眞澄石 田 百 井川上 孝志上 峰 寺

山本 卓男米 岡福山 清下 峰 寺

林 展正国 中 一 区倉田 哲也山 田

山根 政治国 中 二 区田中 昭雄山 路

棟尾 純一大 門柳原 賢花 原

小林 範丈花西村 勝仁井 古

石破 満幸郡 家 殿山根 一博稲 荷

岡本 正俊市 谷松本 範夫下 坂

右近 晃西 御 門山本 博己奥 谷

横山 敏明下 門 尾

西尾 晋也フローラル

中川 洋行門 尾

西村 昭堀 越

瀬戸根 茂宝

八瀬河政雄若 葉

奥平 信義宮 谷

古田美智隆カーサこおげ

船 岡 地 域

区長名行政区名区長名行政区名

山根 幸一新 庄林 正晴大 江

風坂 一政丸 山林 賢一郎下 野

山本 光徳薬 師山本 武橋 本

豊口 邦彦福 井山本 順一塩 上

木下 清孝隼 福谷本 幸治水 口

木下 晴道上 野 上田原 正文船 岡 殿

小川 進上 野鎌谷 正一下 町

西村 利尚隼 郡 家柏原 嘉勝坂 町 上

森田 仁士見 槻 中佐々木正交坂 町 下

池本 功西 谷上月 郁雄上 町

小山 充見 槻清水 章雄下 濃

青木 修身志 子 部中家 俊夫坂 田

壽岡 厚志破 岩

八 東 地 域

区長名行政区名区長名行政区名

山根 篤司三 山 口木原多喜雄下 日 下 部

尾谷 誠鍛 冶 屋杉原 純一上 日 下 部

奥村 文智竹 市入江 順二安 井 宿

中原 邦道下 徳 丸藤原 直樹桜 ヶ 丘

竹内 宣治上 徳 丸林 廣之新 興 寺

盛本 広和重 枝大下 佳司小 別 府

田中 道明島林田 修横 田

橋本 昭年下 南岸本 恵一茂 田

八田 教康中 南岸本 由登才 代 一

日笠 信義南 団 地竹田 操才 代 二

杉原 法元上 南井上 教行才 代 団 地

大下 正夫北 山小畑 雅敬東 一

大久保洋一富 枝川村 忠範東 二

山根 峰行志 谷加藤 祥教皆 原

藤田 雄二中高橋 真澄岩 渕

以後 茂秋稗 谷保木本和則三 浦

田村 君明細 見最上 槇吾佐 崎

横野 博之日 田坂根 實豊奥 野

大平 一郎用 呂小松 聖清 徳

坂本 吉久小 畑 団 地
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＜課長級＞
（企画人権課課長兼情報政策室長

兼若桜鉄道新体制準備室長）
薮田 邦彦

企 画 課 課 長
兼若桜鉄道運行対策室長

（収納対策室室長）植木 俊明人権推進課課長

（船岡学校給食共同調理場所長）林 仁美男女共同参画センター所長

（地籍調査課課長）小林 孝保 健 課 課 長

（教育委員会事務局次長兼教育課長）平木 章治地籍調査課課長

（保健課課長補佐）田村 政司八東支所住民課課長

（生涯学習課課長
兼郡家図書館長）

前田 健
教育委員会事務局次長
兼教育課課長

（保健課課長）細田 初博
生涯学習課課長
兼郡家図書館館長

（郡家図書館館長補佐）中川 義隆郡家公民館館長

（郡家公民館館長）中村 俊弘八東公民館館長

（収納対策室室長補佐）加藤 典美
船岡学校給食
共同調理場所長

（丹比保育所所長）稲中 公子郡家保育所所長

（安部保育所所長補佐）奥村 知子丹比保育所所長

（総務課課長補佐）岩見 一郎総 務 課 主 査

（産業課課長補佐）中嶋 智紀
産業観光課主査
兼関西事務所主査

＜課長補佐級＞

（郡家公民館係長）植田 和夫
総務課課長補佐
韓国横城郡派遣

（情報政策室室長補佐）谷口雅美智企画課課長補佐

（生涯学習課課長補佐）細田 利夫人権推進課課長補佐

（企画人権課課長補佐）川西美恵子
男女共同参画
センター所長補佐

（船岡公民館館長補佐）市村 裕子保健課課長補佐

（福祉環境課課長補佐）西田 明登保健課課長補佐

（船岡支所住民課課長補佐）奥田 晴夫上下水道課課長補佐

（建設課課長補佐）橋本 義憲地籍調査課課長補佐

（保健課課長補佐）岡本 繁行船岡公民館館長補佐

（税務課課長補佐）安藤 博昭郡家図書館館長補佐

（丹比保育所所長補佐）西村 純子国中保育所所長補佐

（国中保育所所長補佐）田中 宏子大御門保育所所長補佐

（八東保育所係長）谷口 明子
船岡保育所所長補佐
兼大江保育所所長補佐

（大御門保育所所長補佐）竹内 恵子丹比保育所所長補佐

＜新規採用＞
田渕 尚志たから保育所保育士

衣笠 優子安部保育所保育士

＜退 職＞平成22年３月31日付
八東支所住民課課長山本 教子

郡家保育所所長岡垣 満枝

八東公民館館長平尾 和己

総務課現業主幹兼郡家学校給食共同調理場現業主幹山根 紀行

隼保育所現業主幹西村恵美子

役役役役役役役役役役役役役役役役場場場場場場場場場場場場場場場場人人人人人人人人人人人人人人人人事事事事事事事事事事事事事事事事異異異異異異異異異異異異異異異異動動動動動動動動動動動動動動動動ののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららら役場人事異動のお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせ
※平成22年４月１日付。（ ）内は前任。 紙面の都合により、係長以下の異動は省略しています。

平
成

年
４
月
１
日
付
で
一
部
機
構
改

22

革
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
事

務
事
業
の
遂
行
を
目
指
し
、
見
直
し
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

八
頭
町
で
は
、
合
併
以
来
、
総
合
支
所

方
式
を
採
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、

分
庁
方
式
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

「
企
画
人
権
課
」
を
「
企
画
課
」
と
「
人
権

推
進
課
」
に
分
け
、
専
属
的
に
当
面
す
る

事
務
を
分
掌
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
推
進
の
拠
点
と
し
て
、

安
部
地
区
公
民
館
の
一
部
を
改
修
し
、

「
八
頭
町
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」を
設

置
し
ま
す
。
な
お
、
改
修
工
事
が
完
了
す

る
ま
で
は
、
船
岡
庁
舎
１
階
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

「
産
業
課
」
か
ら
「
産
業
観
光
課
」
に
名

称
変
更
を
行
い
、
観
光
担
当
課
を
広
く
周

知
し
、
観
光
部
門
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

平
成

年
４
月
か
ら
設
置
し
た
「
収
納

19

対
策
室
」
は
、
概
ね
所
期
の
目
的
を
達
成

し
た
た
め
、
廃
止
し
ま
し
た
。

行
政
組

行
政
組
織織
のの

一
部
機
構
を
改

一
部
機
構
を
改
革革

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅

苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

役役役役役役役役役役役役役役役役場場場場場場場場場場場場場場場場本本本本本本本本本本本本本本本本庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎 ３３３３３３３３３３３３３３３３階階階階階階階階階階階階階階階階役場本庁舎３階
総合計画、国際交流、
太陽光発電補助など

企画振興係

企画課
緯76-0203
胃73-0414

交通政策、バス事業、
タクシー利用者補助など

交通政策係

若桜鉄道運行対策など若桜鉄道
運行対策室

防災行政無線の整備、
ＣＡＴＶなど

情報政策係

電算関連事業、
情報管理など

情報管理係

広報誌、ホームページ、
消費者生活など

広報広聴係

船船船船船船船船船船船船船船船船岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎 1111111111111111船岡庁舎 1階階階階階階階階階階階階階階階階階
人権教育、
人権啓発など

人権推進係人権推進課
緯72-3976
胃73-0290 同和対策総合計画、

同和対策など
同和対策係

船船船船船船船船船船船船船船船船岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎 1111111111111111階階階階階階階階階階階階階階階階（（（（（（（（（（（（（（（（6666666666666666月月月月月月月月月月月月月月月月末末末末末末末末末末末末末末末末ままままままままままままままままでででででででででででででででで船岡庁舎 1階（6月末まで）））））））））））））））））
男女共同参画啓発・
人材育成・相談など

男女共同参画センター
緯72-0144 胃73-0290

新新新新新新新新新新新新新新新新ししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいい課課課課課課課課課課課課課課課課のののののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななななな業業業業業業業業業業業業業業業業新しい課の主な業務務務務務務務務務務務務務務務務務

旧

企
画
人
権
課

新

設

産

業

課

収
納
対
策
室

新

企

画

課

人
権
推
進
課

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー

産
業
観
光
課

廃

止
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笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑
いいいいいいいいいいいいいいいい
のののののののののののののののの
渦渦渦渦渦渦渦渦渦渦渦渦渦渦渦渦
にににににににににににににににに
包包包包包包包包包包包包包包包包
まままままままままままままままま
れれれれれれれれれれれれれれれれ

笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ててててててててててててててててて
「「「「「「「「「「「「「「「「
上上上上上上上上上上上上上上上上
方方方方方方方方方方方方方方方方
演演演演演演演演演演演演演演演演
芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸
会会会会会会会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」」」」」」」
のののののののののののののののの
公公公公公公公公公公公公公公公公
開開開開開開開開開開開開開開開開
録録録録録録録録録録録録録録録録

「
上
方
演
芸
会
」
の
公
開
録
音音音音音音音音音音音音音音音音音

今
回
舞
台
に
立
っ
た
の
は
、
宮
川
大

助
・
花
子
さ
ん
、
海
原
は
る
か
・
か
な
た

さ
ん
な
ど
４
組
の
出
演
者
で
、
面
白
い
ネ

タ
に
会
場
内
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
、
観

客
の
笑
い
声
が
終
始
絶
え
な
い
ス
テ
ー
ジ

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
模
様
は
、
６
月

日
（
金
）
と

11

18

日
（
金
）
の
２
回
に
分
け
て
、
午
後
９
時

分
か
ら

分
間
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１

30

25

放
送
で
、
再
放
送
が
６
月

日
（
土
）
と

19

日
（
土
）
の
午
後
３
時

分
か
ら

分

26

10

25

間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
２
放
送
で
、
放
送
さ

れ
る
予
定
で
す
。
お
聴
き
逃
し
な
く
。

※
放
送
日
時
は
野
球
中
継
な
ど
に
よ
り
、
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

海原はるか・かなたさん

大勢の来場者で賑わう会場

八
頭
町
合
併
５
周
年
を
記
念
し
、
八
頭

町
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取
放
送
局
と
の
共
催
で
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組
「
上
方
演
芸
会
」
の

公
開
録
音
を
４
月
２
日
（
金
）
八
東
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
６
０
０
人
を

超
え
る
入
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
上
方
演
芸
会
」
は
、
主
に
大
阪
で
活
動

し
て
い
る
漫
才
師
な
ど
が
、
新
作
漫
才
な

ど
自
慢
の
演
芸
を
披
露
す
る
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
放
送
の
番
組
で
、
放
送
開
始
か
ら
60

年
以
上
続
く
長
寿
番
組
で
す
。

宮川大助・花子さん
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高高高高高高高高高高高高高高高高
校校校校校校校校校校校校校校校校
生生生生生生生生生生生生生生生生
ママママママママママママママママ
ナナナナナナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
アアアアアアアアアアアアアアアア
ッッッッッッッッッッッッッッッッ

高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プププププププププププププププププ

ささささささささささささささささ
わわわわわわわわわわわわわわわわ
やややややややややややややややや
かかかかかかかかかかかかかかかか
運運運運運運運運運運運運運運運運

さ
わ
や
か
運
動動動動動動動動動動動動動動動動動

４
月

日
（
火
）
か
ら

日
（
金
）
ま

20

23

で
「
高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
さ
わ
や
か
運

動
」
が
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
各
駅
に
お
い
て
も
、
青
少
年
健
全

育
成
八
頭
町
民
会
議
会
員

名
と
民
生
児

54

童
委
員

名
が
交
代
で
立
ち
、
あ
い
さ
つ

70

運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
春
と
秋
の
年
２
回
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
々
参
加
者
が
増
え

る
こ
と
に
よ
り
あ
い
さ
つ
の
声
が
大
き
く

な
り
、
に
ぎ
や
か
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

う
つ
む
い
て
通
り
過
ぎ
る
高
校
生
か
ら

さ
わ
や
か
に
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
る

高
校
生
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
日
頃
か
ら
元

気
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

高
校
生
活
に
な
る
よ
う
期
待
さ
れ
ま
す
。

郡家駅前での取り組み

消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防
ポポポポポポポポポポポポポポポポ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ププププププププププププププププ
自自自自自自自自自自自自自自自自
動動動動動動動動動動動動動動動動

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車車車車車車車車車車車車車車車車車

消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防
指指指指指指指指指指指指指指指指
揮揮揮揮揮揮揮揮揮揮揮揮揮揮揮揮
広広広広広広広広広広広広広広広広
報報報報報報報報報報報報報報報報
車車車車車車車車車車車車車車車車

消
防
指
揮
広
報
車
ををををををををををををををををを
購購購購購購購購購購購購購購購購
入入入入入入入入入入入入入入入入
購
入

こ
の
た
び
、
郡
家
地
区
第
２
分
団
の
消

防
ポ
ン
プ
車
の
更
新
と
八
頭
町
消
防
指
揮

広
報
車
を
、
新
た
に
購
入
し
ま
し
た
。

旧
消
防
ポ
ン
プ
車
は
昭
和

年
登
録
車

59

で
、
老
朽
化
に
よ
り
部
品
の
調
達
が
困
難

な
た
め
、
ま
た
、
指
揮
広
報
車
に
つ
い
て

は
広
報
活
動
の
強
化
を
図
る
た
め
に
導
入

し
た
も
の
で
す
。

消
防
ポ
ン
プ
車
に
つ
い
て
は
、
従
前
の

消
防
車
よ
り
揚
水
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま

た
、
計
器
類
を
ま
と
め
て
配
置
す
る
な

ど
、
機
能
の
向
上
が
図
ら
れ
て
お
り
、
よ

り
迅
速
な
消
火
活
動
が
可
能
と
な
り
ま

す
。今

後
の
地
域
防
災
力
向
上
の
要
と
し
て

更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

郡家地区第２分団に配備された消防ポンプ車

４
月
５
日
（
月
）
役
場
本
庁
舎
で
女
性

消
防
隊
任
命
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
６
名

の
女
性
隊
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

女
性
消
防
隊
員
は
、
全
員
で

名
と
な

12

り
、
今
後
も
防
火
広
報
活
動
を
中
心
に
、

救
急
救
命
講
習
、
各
種
消
防
訓
練
、
災
害

時
の
後
方
支
援
活
動
な
ど
、
更
な
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
入
隊
さ
れ
た
の
は
次
の
方

で
す
。（
敬
称
略
）

小

谷

み
ど
り
・
中

山

由

香

岡

村

由
季
子
・
橋

本

恵

子

尾

崎

多
鶴
子
・
森

亜
紀
子

八八八八八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
町町町町町町町町町町町町町町町町
女女女女女女女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性性性性性性性
消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防

八
頭
町
女
性
消
防
隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊

新新新新新新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたたたたたたた
にににににににににににににににに
6666666666666666
名名名名名名名名名名名名名名名名
入入入入入入入入入入入入入入入入

新
た
に
6
名
入
隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊

船船船船船船船船船船船船船船船船
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡
竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹
林林林林林林林林林林林林林林林林
公公公公公公公公公公公公公公公公
園園園園園園園園園園園園園園園園
のののののののののののののののの
草草草草草草草草草草草草草草草草
取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりり
作作作作作作作作作作作作作作作作

船
岡
竹
林
公
園
の
草
取
り
作
業業業業業業業業業業業業業業業業業

隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼
地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区
老老老老老老老老老老老老老老老老
人人人人人人人人人人人人人人人人
クククククククククククククククク
ララララララララララララララララ
ブブブブブブブブブブブブブブブブ
連連連連連連連連連連連連連連連連

隼
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合合合合合合合合合合合合合合合合合
会会会会会会会会会会会会会会会会会

４
月

日
（
木
）、
隼
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

15

連
合
会
（
石
谷
政
好
会
長
）
の
会
員
約
70

人
が
、
船
岡
竹
林
公
園
の
草
取
り
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
草
取
り
作
業
は
、
毎
年
４
月

日
29

に
開
催
さ
れ
る「
ふ
な
お
か
竹
林
ま
つ
り
」

に
合
わ
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で

回
目
に
な
り
ま

16

し
た
。

石
谷
会
長
は
「
昨
年
、
県
外
か
ら
大
型

オ
ー
ト
バ
イ
で
来
ら
れ
た
お
客
さ
ん
が
芝

生
の
上
で
横
に
な
り
、
疲
れ
を
癒
や
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
芝
生
の
上
で
気
持
ち
良

く
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
今
年
は
特
に

芝
生
の
清
掃
に
力
を
い
れ
ま
し
た
。」と
話

さ
れ
ま
し
た
。

竹林公園内の除草作業

女性消防隊 新入隊員
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捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌
捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌
捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌
捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌
捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌捌

八頭町男女共同参画センター
〒680-0495 八頭町船岡539 船岡庁舎内（6月30日まで）
緯72-0144 FAX73-0290 電子メール danjyo-kyoudou@town.yazu.tottori.jp
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八頭町男女共同参画センター

平成22年７７７７７７７７７７７７７７７７７月１１１１１１１１１１１１１１１１１日
改修オープンに向けて 準備 中

八頭町男女共同参画センターが４月１日に県内の町村では初めて設置されました。

八頭町男女共同参画センターは、八頭町安井宿の安部地区公民館と併設で設置されますが、改

修工事等が必要なことから、現在は船岡庁舎内に事務室を置き、７月１日の改修オープンに向け

て準備を進めています。

八頭町男女共同参画センターは女性のみを対象とした施設ではなく、男性も女性もワーク・ライ

フ・バランスを推進しながら、生き生きと輝いて生きられる社会をめざして事業を展開していきま

すので、皆様がお気軽にお立ち寄りください。

建建建建建建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置置置ししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたた目目目目目目目目目目目目目目目目的的的的的的的的的的的的的的的的はははははははははははははははは設置した目的は?????????????????
男女共同参画社会の早期実現や、ワーク・ラ

イフ・バランスを推進するための活動拠点と

して設置します。

建建建建建建建建建建建建建建建建建何何何何何何何何何何何何何何何何ををををををををををををををををすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるととととととととととととととととこここここここここここここここころろろろろろろろろろろろろろろろ何をするところ?????????????????
＊男女共同参画に関する啓発イベントや講座

を開設します。

＊男女共同参画リーダーを養成します。

＊男女共同参画の情報収集や情報発信を行い

ます。

＊男女共同参画に関する活動を行う団体の活

動を支援します。

＊女性の相談窓口を開設します。

建建建建建建建建建建建建建建建建建いいいいいいいいいいいいいいいいつつつつつつつつつつつつつつつつかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららら、、、、、、、、、、、、、、、、どどどどどどどどどどどどどどどどここここここここここここここここににににににににににににににににででででででででででででででででききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるののののののののののののののののいつから、どこにできるの?????????????????
平成22年７月１日から八頭町安井宿の安部

地区公民館と併設で設置されます。

現在は改修中のため、船岡庁舎内で改修

オープンに向けて準備をしています。

建建建建建建建建建建建建建建建建建どどどどどどどどどどどどどどどどののののののののののののののののよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううなななななななななななななななな設設設設設設設設設設設設設設設設備備備備備備備備備備備備備備備備ががががががががががががががががあああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかどのような設備がありますか?????????????????
図書・情報コーナー・ミーティングルーム・

研修室・調理室があります。

八八八八八八八八八八八八八八八八頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭町町町町町町町町町町町町町町町町男男男男男男男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女女女女女女女共共共共共共共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同同同同同同同参参参参参参参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画画画画画画画セセセセセセセセセセセセセセセセン
ンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーのののののののののののののののの概概概概概概概概概概概概概概概概

八頭町男女共同参画
センターの概要要要要要要要要要要要要要要要要要

場 所 八頭町安井宿7
13－１

（安部地区公民
館と併設)

施設概要 ミーティングル
ーム、研修室、

調理室、情報コ
ーナー、事務室

事業内容 ・女性の相談窓
口の開設

・男女共同参画
啓発講座の開催

・情報収集・提
供 等

ただただ今今
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登録の条件は？
男女共同参画に関わる活動をしている５人以上で

構成されている団体で、町内に在住している人が過半

数会員である団体です。

※営利、宗教、政治活動などを目的とした団体は対象外

登録のメリットは？
（1）男女共同参画センター内の研修室などが無料で使用できます。

（2）専用文書箱（メールボックス）により、他団体との情報交換ができます。

登録するには？
次の書類を添えて登録申請書を提出してください。（随時受付）

（1）男女共同参画センター団体登録申請書

（2）団体の規約又は会則（規約・会則がある場合)

（3）会員名簿（構成員の過半数以上が町内であることを確認できるもの）

（4）活動概要（規約、会則で男女共同参画団体であることを確認できない場合）

紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫

八頭町男女共同参画センター設置に伴い、

センターがより町民に親しまれ、活用され

るよう愛称を募集します。

紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫

男女共同参画の推進を目的に活動を行う

団体を支援するため、登録団体制度を設けま

した。

下記のとおり登録団体を募集しますので

たくさんの団体の登録をお持ちしています。

応募期間 ５月１日（土）～５月28日（金）(必着)
応募方法 郵送、ファクシミリ、電子メールのいずれか

の方法で次の事項を記入の上、応募してくだ

さい。

①愛称とその説明 ②住所 ③氏名

④連絡先電話番号

審査・決定 愛称審査委員会で審査のうえ、愛称１点を決定します。

賞 品 決定された愛称の応募者１名に、八頭町特産品セット（５千円相当）を贈呈。

（決定された名称を多数の方が応募されている場合は抽選で決定。）

結果発表 ７月１日に予定されている八頭町男女共同参画センター開所式典で表彰すると

同時に広報「やず」などで発表します。

そ の 他 愛称の応募に当たっては未発表の作品とし、採用された愛称の著作権及び版権は

八頭町に帰属します。

（ご記入いただいた個人情報は、本事業の目的以外で使用いたしません）
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福
祉
環
境
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
問合せ先

－

０
２
０
５

76－

０
０
４
４

72－

１
２
２
０

84

福

祉

環

境

課

船
岡
支
所
住
民
課

八
東
支
所
住
民
課

〈
制
度
創
設
の
趣
旨
〉

昨
今
の
景
気
状
況
・
雇
用
情
勢
等
に
よ

り
、
倒
産
・
リ
ス
ト
ラ
な
ど
の
非
自
発
的

失
業
者
に
つ
い
て
、
在
職
中
と
同
程
度
の

保
険
料
負
担
で
医
療
保
険
に
加
入
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
法
律
、
政
府
方
針
に

よ
り
、
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
負
担
軽

減
を
行
う
も
の
で
す
。

〈
軽
減
措
置
の
概
要
〉

平
成

年
４
月
か
ら
会
社
都
合
に
よ
り

22

離
職
（
倒
産
、
解
雇
等
の
事
業
主
都
合
に

よ
る
離
職
）
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
雇
用
保

険
の
特
定
受
給
資
格
者
、
正
当
な
理
由
の

あ
る
自
己
都
合
に
よ
り
離
職
し
た
特
定
理

由
離
職
者
に
つ
い
て
、
離
職
日
の
翌
日
か

ら
そ
の
翌
年
度
末
ま
で
の
間
、
国
民
健
康

保
険
料
（
税
）
の
計
算
、
高
額
療
養
費
、

高
額
介
護
合
算
療
養
費
、
限
度
額
認
定
証

等
の
所
得
区
分
判
定
に
お
い
て
、
該
当
者

の
給
与
所
得
を

/

と
し
て
算
定
す
る

30

100

も
の
で
す
。

注
意
：
給
与
所
得
以
外
は
対
象
外
で
す
。

〈
軽
減
措
置
適
用
の
条
件
〉

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

人
に
限
り
ま
す
。

毅
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
あ
る
こ
と
。

毅
離
職
時
点
で

歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

65

毅
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の

方
で
、
下
記
の
離
職
理
由
、
離
職
理
由

コ
ー
ド
に
該
当
す
る
こ
と
。（
定
年
や

契
約
延
長
の
な
い
雇
用
契
約
満
了
者
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

毅
非
自
発
的
失
業
軽
減
に
関
す
る
申
告

書
、
お
よ
び
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

の
写
の
提
出
が
あ
る
こ
と
。

毅
離
職
日
が
平
成

年
3
月

日
以
降
で

21

31

あ
る
こ
と
。

毅
該
当
者
に
給
与
所
得
が
あ
る
こ
と
。

な
お
、
当
該
軽
減
制
度
に
該
当
さ
れ
な

い
場
合
で
も
、
八
頭
町
の
条
例
に
よ
る
減

免
制
度
の
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
納
期
限
７

日
前
ま
で
に
税
務
課
へ
ご
相
談
・
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

公
的
機
関
に
相
談
に
行
く
こ
と
が
困
難

で
あ
っ
た
り
、
仕
事
等
の
た
め
に
相
談
に

行
け
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
に
つ
い

て
、
鳥
取
県
の
事
業
と
し
て
相
談
会
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

鳥
取
市
及
び
東
部
の
母
子
自
立
支
援
員

又
は
母
子
自
立
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
員
が
相

談
を
受
け
ま
す
の
で
、
仕
事
探
し
や
子
ど

も
の
進
学
、
生
活
等
ど
ん
な
内
容
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
ひ
と
り
親
家
庭
巡
回
相
談

日

時
…
平
成

年
5
月

日
（
水
）

22

12

時

分
～

時

分

14

30

16

30

会

場
…
八
頭
町
役
場
本
庁
舎

②
出
前
相
談

定
例
の
相
談
会
を
利
用
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
を
対
象
に
、
出
前
相
談
を
行
い
ま

す
。
事
前
に
予
約
す
る
こ
と
で
休
日
の
相

談
に
も
対
応
し
ま
す
。

受
付
日
時
…
平
日（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

の
8
時

分
～

時

分

30

17

15

対
応
日
時
…
平
成

年
3
月

日
（
土

23

31

日
、
祝
日
を
含
む
）
ま
で
の
原
則
８
時
30

分
～

時

分
（
時
間
は
調
整
）

17

15

お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
環
境
課
…
…
…
…
緯

―
０
２
０
５

76

東
部
総
合
事
務
所
福
祉
保
健
局

…
…
…
…
緯
０
８
５
７
―

―
５
６
２
５

22

国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保
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離

職

理
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コ
ー
ド
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離
職
理
由
の
例

解

雇

天
災
等
に
起
因
す
る
事

業
継
続
不
能
と
な
っ
た

事
に
よ
る
解
雇

雇
止
め
（
雇
用
期
間
３

年
以
上
、
雇
止
め
通
知

あ
り
）

雇
止
め
（
雇
用
期
間
３

年
未
満
、
契
約
更
新
明

示
あ
り
。）

事
業
主
の
働
き
か
け
に

よ
る
正
当
理
由
の
あ
る

自
己
都
合
退
職

事
業
所
移
転
に
伴
う
正

当
理
由
の
あ
る
自
己
都

合
退
職

期
間
満
了
（
雇
用
期
間

３
年
未
満
、
契
約
更
新

明
示
な
し
）

正
当
理
由
の
あ
る
自
己

都
合
退
職

正
当
理
由
の
あ
る
自
己

都
合
退
職
（
被
保
険
者

期
間

ヶ
月
未
満
）
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光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

（
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
）
対
策
に
つ
い
て

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
と
な
る
光
化

学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
高
濃
度
時
に
は
目

が
チ
カ
チ
カ
す
る
、
の
ど
が
痛
む
な
ど
の

健
康
被
害
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

が
、
近
年
、
鳥
取
県
内
に
お
い
て
も
、
そ

の
濃
度
が
上
昇
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
濃
度
が
上
昇

し
た
場
合
は
「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注

意
報
」
が
発
令
さ
れ
、
防
災
行
政
無
線
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

（
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
）
と
は

自
動
車
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る

排
気
ガ
ス
や
蒸
発
し
た
溶
剤
な
ど
に
含
ま

れ
る
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
が
、
太
陽

か
ら
の
強
い
紫
外
線
を
受
け
る
と
光
化
学

反
応
を
起
こ
し
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

（
オ
ゾ
ン
が
主
成
分
の
酸
化
性
物
質
）を
発

生
さ
せ
ま
す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
濃
度
が
高
く

な
る
と
、
気
象
条
件
に
よ
っ
て
は
白
く

偐
も
や
僑が
か
か
っ
た
よ
う
な
状
態
に
な

り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
「
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
い
時
期

全
国
的
に
は
４
月
か
ら

月
、
鳥
取
県

10

で
は
、
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
①
天

気
が
良
く
、
②
日
差
し
が
強
く
、
③
気
温

が
高
め
で
、
④
風
の
弱
い
日
、
に
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

注
意
報
・
警
報
の
発
令
に
つ
い
て

大
気
汚
染
防
止
法
に
よ
り
、
大
気
中
の

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が
発
令
基
準

値
以
上
に
な
り
、
気
象
条
件
か
ら
見
て
そ

の
状
況
が
継
続
す
る
と
み
と
め
ら
れ
る
場

合
、
鳥
取
県
が
注
意
報
・
警
報
を
発
令
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

発
令
さ
れ
た
場
合
、
防
災
行
政
無
線
で

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

注
意
報
・
警
報
の
解
除
に
つ
い
て

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
そ
の
性
質

に
よ
り
夜
間
に
は
濃
度
が
下
が
る
た
め
、

午
後
８
時
に
は
自
動
解
除
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
早
く
解
除
さ
れ
た
場
合

は
、
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鳥
取
県
の
状
況

鳥
取
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
注
意
報
の
発
令
基
準
濃
度
ま
で

上
昇
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近

年
、
注
意
報
発
令
基
準
に
近
い
濃
度
が
観

測
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
注
意
報
が
発
令

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

鳥
取
県
東
部
地
域
は
、
鳥
取
市
江
津
に

あ
る
保
健
所
（
鳥
取
県
立
中
央
病
院
の
近

く
）
で
濃
度
を
観
測
し
、
発
令
す
る
か
ど

う
か
決
定
さ
れ
ま
す
。

注
意
報
・
警
報
が
出
た
ら
危
険
な
の
？

こ
の
発
令
は
、
人
の
健
康
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
予
防
的
な
も
の
で
す
。

注
意
報
が
出
て
も
、
た
だ
ち
に
重
大
な

被
害
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

症
状
と
し
て
は
、
目
・
の
ど
な
ど
に
刺

激
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

注
意
報
・
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
次
の

こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

毅
な
る
べ
く
外
出
を
控
え
、
屋
内
に
入
り

ま
し
ょ
う
。

毅
屋
内
に
お
い
て
も
、
な
る
べ
く
窓
を
閉

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

毅
自
動
車
の
使
用
は
、
な
る
べ
く
控
え
ま

し
ょ
う
。

毅
目
・
の
ど
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
方
は
、

洗
眼
や
う
が
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
医
師
の
診
察

を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い
方
は
、

鳥
取
県
水
・
大
気
環
境
課（
緯
0
8
5
7
―

―
7
2
0
6
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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ttp
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w
w
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tto
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d
.a

s
p
x
?m
e
n
u
id
=3
4
5
3
1

）
を
ご
覧
頂
く

か
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



ɟ18:";6
2010.５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
が
原
因
と
な

る
「
細
菌
性
髄
膜
炎
」
の
発
病
や
重
症
化

の
予
防
の
た
め
に
行
う
任
意
予
防
接
種

（
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
）を
希
望
さ
れ
る
方
に
対

し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
が
、
助
成
の
金
額
を
１
回
２
千
円
か
ら

３
千
円
に
変
更
し
ま
す
。

★

対
象
者

八
頭
町
に
住
所
を
有
す
る
生
後
２
か
月

か
ら
２
歳
未
満
児
で
、
保
護
者
が
接
種
を

希
望
し
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
乳
幼
児

★

助
成
金
額

１
回
に
つ
き
３
千
円
と
す
る
。（
そ
れ

以
上
の
接
種
費
用
は
、
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。）

発
行
済
の
２
千
円
の
助
成
券
を
お
持
ち

で
接
種
を
希
望
す
る
対
象
児
の
保
護
者
の

方
は
、
３
千
円
の
助
成
券
と
の
交
換
を
各

保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

★

助
成
回
数

接
種
開
始
年
齢
で
、
助
成
回
数
が
異
な

り
ま
す
。

毅
２
か
月
以
上
７
か
月
未
満
の
児

通
常
４
～
８
週
間
の
間
隔
で
３
回
接

種
。１
年
後
に
も
う
１
回
接
種
。（
計
４
回
）

毅
７
か
月
以
上
１
歳
未
満
の
児

通
常
４
～
８
週
間
の
間
隔
で
２
回
接

種
。１
年
後
に
も
う
１
回
接
種
。（
計
３
回
）

毅
１
歳
以
上
２
歳
未
満
の
児

１
回
接
種
。

★

接
種
方
法

医
療
機
関
に
助
成
券
、
母
子
健
康
手
帳

を
持
参
し
東
部
の
協
力
医
療
機
関
で
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
の
３
千
円
を

引
い
た
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

対
象
回
数
、
対
象
年
齢
以
外
の
接
種
は

全
額
個
人
負
担
に
な
り
ま
す
。

乳
幼
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

乳
幼
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌菌

ｂｂ
型
予
防
接

型
予
防
接
種種（
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

（
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
））

助
成
額
の
変
更
に
つ
い
て

八
頭
町
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制

八
頭
町
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制
度度

【
受
給
資
格
者
】

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
５
級
を
お

持
ち
の
方
、
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
及

び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
又
は

２
級
を
お
持
ち
の
方

※
右
記
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
も
、
次

の
方
は
対
象
外
で
す
。

毅
戦
傷
病
者
特
別
保
護
法
に
よ
り
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方

毅
生
活
保
護
法
に
よ
り
保
護
を
受
け
て
い

る
方

毅
特
別
医
療
費
助
成
制
度
の
受
給
者

【
助
成
の
方
法
】

医
療
費
の
助
成
は
、
療
養
又
は
医
療
を

受
け
た
病
院
、
医
院
若
し
く
は
薬
局
等
の

発
行
す
る
被
保
険
者
等
の
支
払
っ
た
医
療

費
の
領
収
書
に
基
づ
い
て
給
付
し
ま
す
。

レ
シ
ー
ト
の
場
合
は
、
必
ず
八
頭
町
指

定
の
領
収
書
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
】

例
：
文
書
料
（
診
断
書
料
）、
入
院
中
の

食
事
代
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
容
器
代
、
病

衣
代
、
予
防
接
種
等

【
給
付
の
開
始
】

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
月
の
初

日
（
1
日
）
か
ら

【
助
成
割
合
】

世
帯
の
課
税
状
況
及
び
本
人
の
所
得
状

況
に
よ
り
、
月
額
負
担
上
限
額
、
給
付
内

容
が
異
な
り
ま
す
。

【
医
療
費
の
支
給
】

診
療
さ
れ
た
月
の
２
か
月
後
以
降
に
指

定
口
座
へ
振
込
又
は
会
計
窓
口
に
お
い
て

お
支
払
い
た
し
ま
す
が
、
事
前
に
支
払
決

定
通
知
書
に
よ
り
支
払
日
等
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
高
額
療
養
費
確
認
後
）

【
申
請
に
必
要
な
書
類
等
】

気
印
鑑

気
領
収
書

気
保
険
証
の
写
し

気
障
害
者
手
帳
の
写
し

気
医
療
費
に
対

す
る
還
付
（
高
額
療
養
費
）
が
あ
る
と
き

は
、
支
給
内
容
の
わ
か
る
も
の

※
受
給
資
格
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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八頭町では、ひとり暮らしの状況にある高齢者等に対し、急病や災害時等の緊急時に、迅速かつ

適切な対応を図るため、「緊急通報装置」を貸与しています。

緊急通報装置とは、緊急事態が発生した場合、装置に付いているボタンやペンダント型のスイッ

チを押すと、ベルセンター（緊急通報受信センター）に通報が入り、あらかじめ登録している協力

員等へ連絡し、協力員等が設置者（通報者）の状況を確認するというものです。

取り付け工事に負担はありませんが、設置後の修理及び移動、通常の電話料金、装置の電池代、

その他維持管理等に要する費用は自己負担となります。

詳しくは各保健センター又は地域包括支援センターまでご相談ください。

緊急通報装置の貸与につい緊急通報装置の貸与についてて

対 象場 所時 間内 容曜日日

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室木6

一般八東保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談月10

Ｈ21.11.25～Ｈ22.1.8生まれ郡家保健センター受付 ９：15～９：30離 乳 食 講 習 会
火11

一般八東保健センター14：00～15：00ゆるやか体操教室

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
木13

Ｈ19.3.12～Ｈ19.4.24生まれ郡家保健センター受付 12：30～12：45３ 歳 児 健 診

一般郡家保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談
月17

一般郡家保健センター９：30～11：00こころの健康相談

一般船岡保健センター10：45～11：45ゆるやか体操教室火18

一般郡家保健センター10：45～11：45さわやか体操教室水19

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
木20

Ｈ20.3.19～Ｈ20.5.11生まれ郡家保健センター受付 12：40～12：55２歳児歯科健診

乳幼児郡家保健センター13：30～15：30育 児 相 談金21

一般船岡保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談月24

一般郡家保健センター10：45～11：45ゆるやか体操教室火25

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
木27

Ｈ17.4.2～Ｈ17.5.9生まれ郡家保健センター12：50～11：30５ 歳 児 健 診
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八
東
隣
保
館

に
「
心
の
通
い
合
う
仲
間
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
、

講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

名
の
通
所
者
が
、
規
則
正

22
し
い
生
活
を
身
に
つ
け
た
い
、

就
労
に
必
要
な
能
力
を
高
め
た

い
な
ど
の
希
望
を
持
ち
就
労
訓

練
や
生
活
訓
練
を
し
て
い
ま

す
。作

業
所
に
勤
務
し
て
い
て
大

事
な
こ
と
は
障
が
い
の
方
の
気

持
ち
を
正
し
く
聴
い
て
、
片

寄
っ
た
考
え
や
偏
見
を
し
な
い

こ
と
、
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
あ
ふ

れ
た
一
日
に
な
る
よ
う
日
々
心

掛
け
る
こ
と
な
ど
話
さ
れ
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、

連
携
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
暮
ら

し
や
す
い
社
会
が
で
き
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

第第第第第第第第第第第第第第第第

３３３３３３３３３３３３３３３３

第

３

回回回回回回回回回回回回回回回回回

第
３
回
は
、

月

日
（
水
）

11

25

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

れ
し
ー
ぶ
法

人

代
表

小
河
和
泉
さ
ん
に

「
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
知

ろ
う
」
と
題
し
て
講
演
を
開
催

「「「「「「「「「「「「「「「「
みみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななな
でででででででででででででででで
学学学学学学学学学学学学学学学学
ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
うううううううううううううううう
人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権
塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾

「
み
ん
な
で
学
ぼ
う
人
権
塾
」」」」」」」」」」」」」」」」」

――――――――――――――――
平平平平平平平平平平平平平平平平
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平
成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度
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事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててて

年
度
隣
保
館
事
業
に
つ
い
て
―――――――――――――――――

2222222222222222111111111111111121

癌

贋

岩

雁

眼眼眼

眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

し
ま
し
た
。

居
宅
介
護
事
業
と
し
て
高
齢

者
の
介
護
と
知
的
障
が
い
の
児

童
も
い
っ
し
ょ
に
通
っ
て
お

り
、
相
談
支
援
事
業
で
は
家
族

支
援
や
地
域
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
東
部
一
円
の
自
治
体

が
共
同
で
障
が
い
の
あ
る
方
を

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
課
題
を
解
決
し
情

報
を
共
有
し
協
働
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
地
域
支
援
協
議
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
機
能

は
不
充
分
で
す
。
そ
れ
を
起
動

す
る
た
め
に
は
ひ
と
り
一
人
が

人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

第第第第第第第第第第第第第第第第

４４４４４４４４４４４４４４４４

第

４

回回回回回回回回回回回回回回回回回

第
４
回
は
、

月

日
（
金
）

12

11

に
同
和
教
育
指
導
員
山
本
寛
さ

ん
に
「
郷
土
の
部
落
史
」
と
題

し
て
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

被
差
別
の
起
源
に
つ
い
て

は
、
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
で

つ
く
ら
れ
た
武
士
、
百
姓
、
町

人
、
そ
の
下
に
「
え
た
」「
ひ
に

ん
」
な
ど

世
紀
～

世
紀
に

16

19

八
東
隣
保
館
で
は
、
一
人
ひ

と
り
の
人
権
の
大
切
さ
を
学
び

人
権
感
覚
を
磨
い
て
頂
く
よ
う

平
成

年
度
に
人
権
塾
を
４
回

21

開
催
し
ま
し
た
。

第第第第第第第第第第第第第第第第

１１１１１１１１１１１１１１１１

第

１

回回回回回回回回回回回回回回回回回

第
１
回
は
、

月
１
日
（
木
）

10

に
若
桜
町
同
和
教
育
推
進
協
議

会
会
長
（
永
雲
寺
住
職
）
鎌
谷

良
憲
さ
ん
に
「
私
の
同
和
問
題

の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
講

演
を
開
催
し
ま
し
た
。

差
別
図
書
の
回
収
、
差
別
戒

名
と
過
去
帳
へ
の
差
別
表
記
の

改
正
、
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り

の
運
動
の
実
施
、
部
落
解
放
基

本
法
制
定
要
求
運
動
、
ハ
ン
セ

ン
病
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
を

無
く
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

第第第第第第第第第第第第第第第第
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第

２

回回回回回回回回回回回回回回回回回

第
２
回
は
、

月

日
（
火
）

10

27

に
社
会
福
祉
法
人
ふ
な
お
か
福

祉
会

所
長

豊
口
久
江
さ
ん

身
分
制
度
を
整
備
し
、
代
々
世

襲
に
し
、
生
ま
れ
に
よ
り
身
分

の
所
属
を
決
め
、
結
婚
や
交
際

を
制
限
し
て
身
分
が
変
動
し
な

い
よ
う
、
ま
た
、
牛
馬
の
売
買

や
行
商
で
富
裕
な
者
が
多
く
な

ら
な
い
よ
う
に
取
り
締
り
を
強

化
し
ま
し
た
。

現
代
社
会
の
部
落
差
別
、
戦

後
の
部
落
差
別
は
、
男
女
差
別

や
家
柄
の
上
下
関
係
を
重
ん
じ

る
因
習
や
不
合
理
な
迷
信
、
非

科
学
的
な
偏
見
が
引
き
継
が

れ
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

部
落
差
別
の
意
識
や
偏
見
を

な
く
す
た
め
に
「
日
本
の
歴
史

を
み
ん
な
で
科
学
的
に
学
習
し

よ
う
」
と
詳
細
に
説
明
さ
れ
参

加
者
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聴

取
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
人
権
塾
を
開
催

し
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
学
び

学
習
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

講
演
の
内
容
や
講
師
の
方
の

ご
要
望
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た

ら
八
東
隣
保
館
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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命命
の
尊
の
尊
ささ

郡
家
隣
保
館

郡
家
隣
保
館
長長

森

下

光

森

下

光

明明
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
は
、

多
く
の
情
報
を
容
易
に
集
め
る

こ
と
が
で
き
、
ブ
ロ
グ
を
作
成

し
た
り
、
掲
示
板
に
書
き
込
む

こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
意
見
を

自
由
に
世
界
に
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
、
私
た
ち
の
生
活
を
快
適
で

便
利
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
利
用
者
も
増
加
し
、

私
た
ち
の
生
活
に
利
便
性
を
提

供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
反
面
困
っ
た
状
況
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
匿
名
性
を
悪
用
し

無
責
任
に
、
い
じ
め
に
つ
な
が

る
内
容
や
自
殺
な
ど
を
呼
び
か

け
る
よ
う
な
書
き
込
み
、
特
定

の
地
域
や
職
業
な
ど
に
対
す
る

差
別
的
な
書
き
込
み
が
多
数
発

生
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

最
近
で
は
、
携
帯
電
話
か
ら

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
も

増
え
、
携
帯
電
話
サ
イ
ト
な
ど

で
、
他
人
へ
の
誹
謗
・
中
傷
な

ど
の
差
別
的
な
内
容
の
書
き
込

み
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

今
年
度
か
ら
郡
家
隣
保
館
に

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

郡
家
隣
保
館
は
、
福
祉
と
人

権
の
町
作
り
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置

さ
れ
、
今
年
は
二
十
五
年
目
の

節
目
で
あ
り
、
身
を
引
き
締
め

て
勤
め
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
現
代
社

会
に
あ
っ
て
命
の
大
切
さ
を
一

人
ひ
と
り
が
温
め
思
い
や
り
、

お
互
い
が
支
え
あ
い
認
め
あ
う

心
を
持
ち
人
権
意
識
を
高
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
の
成
果
を
継
承
し
な

が
ら
、
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割

を
果
た
す
べ
き
責
任
を
再
確
認

す
る
中
で
、
更
な
る
飛
躍
を
目

指
す
郡
家
隣
保
館
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

郡
家
隣
保
館

書
か
れ
て
い
る
内
容
に
は
、

「
死
ね
」「
学
校
に
来
る
な
」
な
ど

個
人
の
尊
厳
や
存
在
を
も
否
定

す
る
悪
質
き
わ
ま
り
な
い
も
の
も

あ
り
、
不
登
校
な
ど
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
書
き
込
み
は
、

人
々
の
心
を
深
く
傷
つ
け
、
そ

の
悲
し
み
は
計
り
知
れ
ず
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
掲
示
板
等
へ
の
悪
質
な
書
き

込
み
は
犯
罪
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
！
◆

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹

謗
・
中
傷
は
「
名
誉
毀
損
」、「
死

ね
｣
と
か
な
ど
の
人
を
お
と
し

め
る
言
葉
な
ど
の
書
き
込
み
は

「
脅
迫
」
に
、
援
助
交
際
の
相
手

を
探
す
書
き
込
み
な
ど
は「
サ

イ
ト
規
制
法
違
反
」
な
ど
、
犯

罪
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

掲
示
板
等
で
、
差
別
的
な
書

き
込
み
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
身
近
な
人
や

公
共
の
相
談
窓
口
な
ど
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」ウ
グ
イ
ス

の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
、
桜
の
花

も
満
開
に
な
り
や
っ
と
春
ら
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
文
章
が
皆
様
に
届
く
こ

ろ
は
、
早
期
米
の
田
植
え
が
始

ま
り
緑
で
ま
ぶ
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

緑
豊
か
な
自
然
を
残
し
、
皆

が
心
豊
か
で
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。こ

の
た
び
文
化
セ
ン
タ
ー
で

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
田
中
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
が
お

互
い
を
認
め
合
い
、
お
互
い
を

大
切
に
す
る
と
い
う
心
を
育

て
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基

に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問

題
や
、
差
別
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。

福
祉
の
向
上
や
人
権
啓
発
の

た
め
の
住
民
交
流
の
中
心
と
な

る
場
と
し
て
、
生
活
や
教
育
、

仕
事
な
ど
の
相
談
事
業
を
は
じ

め
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
教
室

の
開
催
、
交
流
会
を
通
じ
て
、

人
権
・
同
和
問
題
の
す
み
や
か

な
解
決
を
目
的
と
し
て
１
９
８

９
（
平
成
元
年
）
年
に
開
館
し

ま
し
た
。

現
在
は
、
所
長
、
指
導
職
員
、

福
祉
推
進
員
、
生
活
相
談
員
、

児
童
厚
生
員
の
５
名
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

楽
し
く
気
心
の
良
い
人
ば
か

り
で
す
の
で
、
相
談
ご
と
ば
か

り
で
な
く
お
気
軽
に
立
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。書

道
、
英
語
（
小
学
生
対

象
）、
生
花
等
各
種
教
室
や
文

化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
、
保
、
小
、

中
、
高
交
流
会
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
が
文
化
セ
ン

タ
ー
を
た
く
さ
ん
ご
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
っ

文
化
セ
ン
タ
ー
っ
てて

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
所

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長長

田

中

将

歳

田

中

将

歳

癌

贋

岩

雁

眼眼眼

眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

イイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ネネネネネネネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトト
とととととととととととととととと
人人人人人人人人人人人人人人人人

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権権権権権権権権権権権権権権権権権

癌

贋

岩

雁

眼眼眼

眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
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子どもシアター

★5月22日(土)
10:00～12:00

気トムとジェリー
「アカデミーコレクショ
ン」より３話

気ドラエもん
「新のび太の宇宙開
拓史」

おはなし会もあるよ
みんな見に来てね外

天天天天天天天天天天天天天天天天
満満満満満満満満満満満満満満満満
山山山山山山山山山山山山山山山山
ささささささささささささささささ
くくくくくくくくくくくくくくくく
らららららららららららららららら
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

天
満
山
さ
く
ら
祭
りりりりりりりりりりりりりりりりり

４
月
４
日
（
日
）、
天
満
山
運
動
公
園
で

船
岡
地
区
公
民
館
主
催
に
よ
る
「
天
満
山

さ
く
ら
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
敷
き
物
の
上
で
お
弁
当
を
食

べ
た
り
、
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
り
と

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
無
料
の
お
で
ん
や
お
茶

席
、
芝
桜
や
桜
の
苗
配
布
な
ど
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

いづみ俳句会

船船船船船船船船船船船船船船船船
岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡
山山山山山山山山山山山山山山山山
野野野野野野野野野野野野野野野野
草草草草草草草草草草草草草草草草
展展展展展展展展展展展展展展展展
のののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららら

船
岡
山
野
草
展
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせ

船
岡
山
野
草
同
好
会
で
は
、
本
年
も
次

の
日
程
で
「
山
野
草
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
多
数
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期
間
中
、
即
売
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時

５
月

日
（
土
）
９
時
～

時

15

17

５
月

日
（
日
）
９
時
～

時

16

16

場
所

船
岡
公
民
館

大
集
会
室

パパパパパパパパパパパパパパパパ
ソソソソソソソソソソソソソソソソ
ココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座
受受受受受受受受受受受受受受受受
講講講講講講講講講講講講講講講講
生生生生生生生生生生生生生生生生
募募募募募募募募募募募募募募募募

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集

船
岡
公
民
館
で
は
一
般
町
民
を
対
象
と

し
て
、
次
の
と
お
り
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

ワ
ー
ド

６
／

・

・

・
７
／
１

22

24

29

エ
ク
セ
ル

７
／
６
・
８
・

・

・

・

13

15

20

22

デ
ジ
カ
メ

７
／

・
27

29

各
講
座
と
も
定
員
は

人
で
、
開
催
時

18

間
は
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
で
す
。

受
講
料
は
無
料
で
５
月

日
（
月
）
ま

31

で
に
船
岡
公
民
館
（
℡

―
0
0
8
5
）

72

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
り

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私達のコーラスグループコールやまびこは今年で
結成19年を迎えました。会員27名は60代から80代
と高齢化していますが、新進気鋭の鶴崎千晴先生の
素晴らしい御指導のもと全員が楽しく元気よく歌っ
ています。
年１回は郊外研修を実施しており昨年は島根県大

根島を視察してきました。また鳥取市・八頭郡・岡山
県等のコーラスグループと一緒に音楽会を開催して
おり、特に町内の記念行事には積極的に参加してい
ます。さらに養護老人ホームにも慰問に出かけてい
ます。皆さまも私達のコーラスグループに参加して
仲良く歌ってみませんか。

島根県大根島にて

“俳句はやさしい”俳句は、次の二つのことを守れば
誰にでも作れます。
１、五・七・五（音）で作る
２、季語（季節の言葉）を入れる
私たちの回りには豊かな自然やくらしがあります。
その中で｢ふと心に感じたこと｣を書けばよいのです。
俳句は、紙と鉛筆（書くもの）があれば、いつでもど
こでもいつまでも作ることが出来るという手軽さが
あります。
いづみ俳句会は、毎月の第３月曜日の13時30分か

ら船岡公民館で開いています。どなたでもお気軽に
おいで下さい。待ってまーす。

①①①①①①①①①①①①①①①①①
船船船船船船船船船船船船船船船船岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民船岡公民館館館館館館館館館館館館館館館館館 郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡家家家家家家家家家家家家家家家家公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民郡家公民館館館館館館館館館館館館館館館館館

蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎

コールやまびこ（コーラスグループ）
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎

いづみ俳句会
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パパパパパパパパパパパパパパパパ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
作作作作作作作作作作作作作作作作
りりりりりりりりりりりりりりりり
教教教教教教教教教教教教教教教教

パ
ン
作
り
教
室室室室室室室室室室室室室室室室室

八八八八八八八八八八八八八八八八
東東東東東東東東東東東東東東東東
地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区
公公公公公公公公公公公公公公公公
民民民民民民民民民民民民民民民民
館館館館館館館館館館館館館館館館

八
東
地
区
公
民
館

２
月

日
（
土
）、
八
東
公
民
館
で
、
森

13

永
裕
美
子
さ
ん
（
徳
丸
）
を
講
師
に
、
パ

ン
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

名
の
参
加
者
が
、
ゴ
マ
バ
タ
ー
ロ
ー

12
ル
、
玉
ね
ぎ
ベ
ー
コ
ン
、
シ
ュ
ガ
ー
ト
ッ

プ
な
ど
、
焼
き
た
て
の
パ
ン
を
美
味
し
く

い
た
だ
き
、
家
に
も
た
く
さ
ん
持
っ
て
帰

れ
る
ほ
ど
作
り
ま
し
た
。

将将将将将将将将将将将将将将将将将
棋棋棋棋棋棋棋棋棋棋棋棋棋棋棋棋
大大大大大大大大大大大大大大大大
棋
大
会会会会会会会会会会会会会会会会会

丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹
比比比比比比比比比比比比比比比比
地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区
公公公公公公公公公公公公公公公公
民民民民民民民民民民民民民民民民
館館館館館館館館館館館館館館館館

丹
比
地
区
公
民
館

３
月

日
（
土
）、
丹
比
地
区
公
民
館

13

で
、
将
棋
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
学
生
１
人
を
含
む

名
の

13

参
加
が
あ
り
、
総
当
り
戦
で
午
前
、
午
後

と
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
一
方
、
お
昼
は
お

弁
当
を
食
べ
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

小小小小小小小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生
クククククククククククククククク
ッッッッッッッッッッッッッッッッ
キキキキキキキキキキキキキキキキ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ググググググググググググググググ
教教教教教教教教教教教教教教教教
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小
学
校
も
春
休
み
に
入
っ
た
３
月

日
29

（
月
）、
４
名
の
食
生
活
改
善
推
進
委
員
さ

ん
を
講
師
に
、
安
部
地
区
公
民
館
で
小
学

生
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
行
な
い
ま
し
た
。

１
年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
、

名
も
の

29

参
加
者
で
賑
わ
い
、
講
師
の
指
導
の
も
と

供
ア
ン
パ
ン
マ
ン
お
に
ぎ
り
弁
当
僑を
作
っ

て
食
べ
ま
し
た
。

将棋大会

パン作り教室小学生クッキング教室

こどもシアター

★5月9日(日)
10:00～11:43

気ルパン三世 ＶＳ
名探偵コナン

アニメ史に残る奇
跡のコラボが遂に
実現外
ルパンとコナンが
夢の激突鎧
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地
域
子
ど
も
教
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と
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て
、
２
月

日
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（
土
）
郡
家
東
地
区
公
民
館
で
「
郡
家
東
な

ん
で
も
体
験
塾
」、
３
月
６
日
（
土
）
郡
家

西
地
区
公
民
館
で
「
郡
家
西
お
も
し
ろ
講

座
」
を
開
催
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
郡
家
東
・

西
の
小
学
生
が
「
ド
ー
ナ
ツ
作
り
」
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

油
で
揚
げ
た
あ
と
、
自
分
で
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
や
色
と
り
ど
り
の
飾
り
付
け
を
し

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
試
食
し
ま
し
た
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３
月
６
日
（
土
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洋
ラ
ン
の
育
て
方
教

室
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日
（
土
）
か
ら

日
（
月
）
ま
で
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15

「
洋
ラ
ン
展
」を
郡
家
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

洋
ラ
ン
の
育
て
方
教
室
は
桜
本
武
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
上
手
に
花
を
咲
か
せ
る

方
法
や
手
入
れ
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

郡家東地区公民館 郡家西地区公民館

洋ラン展



錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆

ɟ24:";6
2010.５

郡家図書館 八頭町宮谷256-4 緯（0858）72-6660
船岡図書室 八頭町船岡539-1 緯（0858）72-3970
八東図書室 八頭町北山48-1 緯（0858）84-6622

http://library.town.yazu.tottori.jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら

ɣ

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
（インターネットからも予約ができます）

休館日 開館時間 10：00～18：00

八東図書室船岡図書室郡家図書館

５月９日（日）
15:00～16:00

５月26日（水）
16:00～16:30

５月26日（水）
16:00～
おはなしと

なぞなぞあそび

毎週土曜日15：30～
5月 1日２～３才
5月8日 ４才～1年生
5月15日 2年生～
5月22日あそび

日にち
時 間

おはなし会 ※申込不要・大人も入れます

郡家図書館
１ はじめての「ぬう」と「あむ」 ミカ ユカ
２ マネジメント 基本と原則 P.F.ドラッカー
３ 住宅ローンはこうして借りなさい 深田晶恵
４ 逆境を生きる 城山三郎
５ 再建（吉原裏同心12） 佐伯泰英
６ せいかつの図鑑 小学館

船岡図書室
１ ナニカアル 桐野夏生
２ マドンナ・ヴェルデ 海堂尊
３ 天国旅行 三浦しをん
４ オー！ファーザー 伊坂幸太郎
５ 老兵の消燈ラッパ 佐藤愛子
６ 母親はなぜ生きづらいか 香山リカ

八東図書室
１ 波枕 おりょう秘抄 鳥越碧
２ ガラスの巨塔 今井彰
３ 横道世之介 吉田修一
４ 私たち発達障害と生きてます 高森明ほか
５ 彩雲国物語16 蒼き迷宮の巫女 雪乃紗衣
６ 水深五尋 ロバート・ウェストール

５月のカレンダー
土金木水火月日
１
８７６５４３２
151413121110９
22212019181716
29282726252423

3130

ここここここここここここここここどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももこども ののののののののののののののののの

読読読読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書書書週週週週週週週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間間間間間間間おおおおおおおおおおおおおおおおははははははははははははははははななななななななななななななななしししししししししししししししし書週間おはなし会会会会会会会会会会会会会会会会会
日 時 ５５５５５５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月月月月月月９９９９９９９９９９９９９９９９９日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日日日日日日日日（日）））））））））））））））））

午後３：00～４：00

場 所 八東図書室

２階 婦人研修室

内 容 大型絵本の読み聞かせ、

紙芝居など

八東図書室では、4/23（金）～5/12（水）の

「こどもの読書週間」にちなんで、通常より時間

と内容を拡大しておはなし会を開催します。

今年の標語は「たんけんしたいな 本の森」。

みんなで一緒に、おはなしの世界を探険しませ

んか？

※年齢制限はありません。

お気軽にご参加ください。（無料）

本本本本本本本本本本本本本本本本本のののののののののののののののの宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅配配配配配配配配配配配配配配配配ササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビの宅配サービススススススススススススススススス
～お気軽にご相談ください～

高齢・病気・ケガなどで図書館（室）や移動図

書館車をご利用できない方へ、宅配サービスを

しています。

（月２回程度、お届けしています）

希望される方は、

お近くの図書館（室）

にお電話でご相談く

ださい。

＊条件によっては、ご

希望に沿えない場

合もございます、ご

了承ください。
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つつつつつつつつつつつつつつつつ
きききききききききききききききき

人
権
教
育
推
進
員

松

田

さ
つ
き

皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

親
に
な
る
と
当
た
り
前
の
よ
う
に
「
子

ど
も
は
親
の
言
う
こ
と
を
聞
い
と
け
ば
い

い
」
と
か
、
こ
れ
は
「
し
つ
け
だ
」
と
言
っ

て
暴
力
を
振
る
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

で
も
、
子
ど
も
も
人
格
を
持
っ
た
ひ
と

り
の
人
間
で
す
。
大
人
と
同
じ
よ
う
に
人

権
が
あ
る
の
で
す
。

今
回
は
、
子
ど
も
の
人
権
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

１
９
８
９
年
に
子
ど
も
の
権
利
条
約

（
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
）
が
国
連

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
大
き

く
わ
け
て
４
つ
の
子
ど
も
の
権
利
を
守
る

よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
防
げ
る
病
気
で
命
を
失
わ
な

い
こ
と
（
生
き
る
権
利
）、
考
え
や
信
じ
る

こ
と
の
自
由
が
守
ら
れ
、
自
分
ら
し
く
育

つ
こ
と
（
育
つ
権
利
）、
虐
待
な
ど
か
ら
守

ら
れ
る
こ
と
（
守
ら
れ
る
権
利
）、
自
由
に

意
見
を
表
わ
し
た
り
、
自
由
な
活
動
を

行
っ
た
り
で
き
る
こ
と（
参
加
す
る
権
利
）

で
す
。

で
も
、
実
際
に
世
界
各
地
を
見
る
と
、

未
だ
に
貧
し
さ
や
飢
え
、
戦
争
な
ど
で
苦

し
ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
日
本
で

も
、『
し
つ
け
』
を
理
由
と
し
た
虐
待
、
ス

ト
レ
ス
に
よ
る
『
う
つ
病
』
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
発
生
し
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
は
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
に
権
利
を
伝
え
る
こ
と
は
「
甘
や
か

し
に
つ
な
が
る
」「
わ
が
ま
ま
を
助
長
す

る
」「
自
己
中
心
的
に
な
る
」
な
ど
と
い
う

否
定
的
な
意
見
も
根
強
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
「
話
を
聞
い

て
ほ
し
い
」「
決
め
つ
け
な
い
で
ほ
し
い
」

「
同
じ
目
線
で
接
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
願

い
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
想
い
を
理
解

し
、
子
ど
も
た
ち
が
素
直
に
話
せ
る
状
況

を
つ
く
り
、
一
緒
に
考
え
て
あ
げ
る
こ
と
は

大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は

困
っ
た
時
、
不
安
に
な
っ
た
時
、
真
剣
に

話
を
聞
き
、
優
し
く
見
守
っ
て
く
れ
る
大

人
が
傍
に
い
る
と
い
う
安
心
感
を
感
じ
る

そ
ば

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
を

か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ
と
認
識
し
、
自

分
自
身
を
好
き
だ
と
思
え
る
感
情
（
自
己

肯
定
感
）
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

家
庭
や
地
域
の
ほ
ん
の
少
し
の
優
し
さ

と
ゆ
と
り
が
、
未
来
あ
る
子
ど
も
の
自
信

や
勇
気
に
つ
な
が
り
、
生
き
る
土
台
と

な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁護護護護護護護護護護護護護護護護委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののののの人権擁護委員の日日日日日日日日日日日日日日日日日
人権擁護委員法が施行された６月１

日を「人権擁護委員の日」と定め、人権

擁護委員がみなさんの相談に応じる存

在として各市町に配置されていること

を伝えるとともに、人権尊重の大切さ

を呼びかけています。

なお、次のとおり特設人権相談所が

開設されます。相談は無料で、秘密は

固く守られますので、お気軽にご相談

ください。

日 時 ６月1日（火）
午後１時30分～４時

場 所 〔郡家地域〕郡家公民館
〔船岡地域〕船岡公民館
〔八東地域〕丹比地区公民館

問い合せ 人権推進課
緯72－3976

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななななででででででででででででででででででででででででででででででででで取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組もももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううみんなで取り組もう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「やややややややややややややややややややややややややややややややややずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ「やずっここここここここここここここここここここここここここここここここここのののののののののののののののののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」日」
青少年健全育成八頭町民会議では、毎月“８”のつく

日を「やずっこの日」とし、「あいさつ運動」と「生活

リズム向上運動」の推進に取り組んでいます。

元気のいいあいさつはみんなの心を明るくします外

声をかけ合ってあいさつ運動の輪を広げていきましょう外

また、健康で元気よく毎日を過ごすためには基本的

生活習慣を身に付けることが大切です。そのためには

「朝ごはんをきちんと食べているか」、「テレビを見る

時間を決めているか」というように自分の生活リズムを

見直すことが必要です。

毎月３回の「やずっこ
の日」を自分の生活を振
り返る日とし、家族のみ

んなで話し合いながら、

お互いの生活リズムを点

検し合ってみましょう外
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八頭町おすすめ イベント情報

人権擁護委員に再任
人権擁護委員制度は、国民の基本的人権を

擁護する機関として設けられた制度です。

船岡地域でご活躍中の

瀧田
たき た

修さんが、４月１
おさむ

日に法務大臣から引き続

き人権擁護委員に委嘱さ

れました。

差別のない明るい社会

の実現に向けて、人権相

談など人権尊重の啓発活

動に励んでいただきま

す。

人権相談は、原則として毎月第２月曜日の

午後１時30分から午後４時まで、郡家公民

館、船岡公民館、丹比地区公民館の３会場で

同時に開催しています。

お気軽にご相談ください。

*nGorNation

瀧田 修さん

「きらめきプラザ八頭」オープン

5月16日（日）午前10時30分
八頭町商工会が郡家駅前の活性化を目指し

「きらめきプラザ八頭」を設立しました。

八頭町、八頭町観光協会、鳥取環境大学な

どと連携をとって運営し、観光案内、八頭町

の商工業の情報発信、農商工連携、チャレン

ジショップ開設、特産品の展示・紹介・物流

など多彩な活動の拠点となることを目指して

います。

オープン当日は、オープニングイベントを

企画していますのでぜひご来場ください。

第3回 扇ノ山やま開き

日 時 ５月30日(日) 午前10時～
日 程 ９:30 受 付

10:00 開 会

10:30 登山開始

13:00 頂上到着

14:00 下山開始

16:00 姫路公園到着

《山菜汁をサービス》

集合場所 八頭町安徳の里・姫路公園

参加資格 健康な方であればどなたでも

参 加 費 200円（保険料、登山証明書等）

そ の 他 登山に適した服装で参加。

昼食、飲み物は各自が持参。

申 込 先 八頭町観光協会事務局

（八頭町役場産業観光課内）

緯76-0208 胃76-0217
※ 当日の受付も行いますが、保険加入のた

め事前に申し込みください。

八頭町きらめき八頭町きらめき祭祭
開開 催催 日日 77月月2255日日（日（日））
会会 場場 船岡竹林公船岡竹林公園園

問い合わ問い合わせせ 役場産業観光役場産業観光課課

電話番電話番号号 76-02076-02088

８・８隼駅まつ８・８隼駅まつりり
開開 催催 日日 88月月88日日（日（日））
会会 場場 隼駅周隼駅周辺辺

問い合わ問い合わせせ 八頭町観光協八頭町観光協会会

電話番電話番号号 76-02076-02088

森下広一杯八頭町マラソン大森下広一杯八頭町マラソン大会会
開開 催催 日日 1100月月1111日日（月（月））
会会 場場 船岡中学船岡中学校校

問い合わ問い合わせせ 実行委員会（八頭町教育委員会実行委員会（八頭町教育委員会））

電話番電話番号号 84-12384-12322
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*nGorNation
狂犬病予防注射補足のお知らせ
狂犬病予防注射は、生後３カ月以上の犬に

毎年必ず受けさせなければなりません。

今年度の最後の集合注射を下記により行い

ますので、未接種の場合は今回の補足注射を

受けさせてください。

手 数 料 登録済の犬 2,950円
未登録の犬 5,950円

注射日程 6月6日(日)

飼い犬の死亡や住所変更などがあった場

合、または動物病院で予防注射を受けた場合

は、獣医師が発行する狂犬病予防注射済証
明書を持って福祉環境課、または各支所住民
課へおいでください。予防注射済票を交付

（手数料550円）します。

詳しくは、福祉環境課（緯76-0211）・船岡

支所住民課（緯72-0044）・八東支所住民課

（緯84-1222）へお問い合わせください。

郡家保健センター船岡支所八東支所

11:20～11:4010:45～11:0510:05～10:25

“ごみの少ないライフスタイルを考えよう外”

第18回

リサイクルフェスティバル
と き ６月６日（日）10：00～15：00雨天決行
ところ リファーレンいなば 鳥取市伏野2220

☆アンケート記入者にトイレットペーパープレゼント

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境講講講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演演演環境講演会会会会会会会会会会会会会会会会会
鳥取友の会
「ダンボール箱を使った生ごみ堆肥を作ろう外」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊リリリリリリリリリリリリリリリリササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイククククククククククククククククルルルルルルルルルルルルルルルルママママママママママママママママーーーーーーーーーーーーーーーーケケケケケケケケケケケケケケケケッッッッッッッッッッッッッッッッ＊リサイクルマーケットトトトトトトトトトトトトトトトト
★50店舗、出店料500円、１人１区画、
先着順、小中高生・業者の方出店不可
★受付期間 5/11（火）～5/18（火）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘傘のののののののののののののののの骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨直直直直直直直直直直直直直直直直＊傘の骨直ししししししししししししししししし (※包丁研ぎはありません）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊いいいいいいいいいいいいいいいいななななななななななななななななばばばばばばばばばばばばばばばばココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンポポポポポポポポポポポポポポポポ特特特特特特特特特特特特特特特特＊いなばコンポ特売売売売売売売売売売売売売売売売売１袋150円（税込）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊アアアアアアアアアアアアアアアアルルルルルルルルルルルルルルルルミミミミミミミミミミミミミミミミ缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶・・・・・・・・・・・・・・・・紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙パパパパパパパパパパパパパパパパッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククク交交交交交交交交交交交交交交交交換換換換換換換換換換換換換換換換ココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナナナナナナナ＊アルミ缶・紙パック交換コーナーーーーーーーーーーーーーーーーー
☆問い合わせ先
リファーレンいなば 緯0857-59-6026

天ぷらカーが走ります｡

大大大大大大大大大大大大大大大大雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨ななななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどどのののののののののののののののの気気気気気気気気気気気気気気気気象象象象象象象象象象象象象象象象警警警警警警警警警警警警警警警警報報報報報報報報報報報報報報報報・・・・・・・・・・・・・・・・注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意大雨などの気象警報・注意報報報報報報報報報報報報報報報報報
「「「「「「「「「「「「「「「「八八八八八八八八八八八八八八八八頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭町町町町町町町町町町町町町町町町」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををを対対対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象象象にににににににににににににににに発発発発発発発発発発発発発発発発「八頭町」を対象に発表表表表表表表表表表表表表表表表表

鳥取地方気象台は、本年５月27日から、気象警

報・注意報を全ての市町村を対象として発表します。

これまでは、八頭町に気象災害発生の恐れがある

場合、八頭町を含む広域な「鳥取県」、「東部」、ある

いは「八頭地区」に対して警報・注意報を発表していま

したが、本年５月27日からは、「八頭町」を明示して

発表します。

なお、切り替え後においてもテレビやラジオなどで

大雨や洪水などの警報が放送されるときは、これまで

どおりの「八頭地区」などの地域名で放送される場合

があります。

市町村ごとの気象警報・注意報の詳細な発表状況

は、気象庁ＨＰ（http://www.jma.go.jp/

jma/index.html）や国土交通省防災情報提供

センターの携帯サイト

（http://www.mlit.

go.jp/saigai/bosai

joho/i-index.html）

に掲載する予定です。

問い合わせ先
鳥取地方気象台防災業務課 緯0857-29-1313
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室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
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入札結果
入 札 日 平成22年４月13日

業 務 名 県道河原インター線道路改良工事

に伴う埋蔵文化財発掘調査委託業務

業務場所 八頭町下濃、上野

所 管 課 生涯学習課

請 負 額 196,875,000円（税込み）

請負業者名 安西工業株式会社

「点検商法」にご注意を！
最近、次の事例のような「点検商法」に関す

る相談が鳥取県東部地域で相次いでいます。

次の事例を参考に十分注意しましょう。

≪事 例≫

販売員が突然家に訪問に来て、「排水管の

点検（掃除）をさせてください。」などと勧誘

があった。

点検（掃除）が終わり、販売員から「排水

管が水漏れしている。」などと早急に工事を勧

められた。

早速工事に着手したが、その後、高額な代

金（数十万円）を請求された。

≪主な手口≫

毅点検（掃除）などと言って、本来の目的を

隠して近づく。（点検後、排水管以外の処

置（例えば、床下除湿剤、シロアリ駆除剤

の散布等）が必要といわれて、高額な代金

を請求されたケースもある。）

毅不安をあおり、すぐに工事などをさせる。

毅契約書面の交付がないケースもある。

≪対 処 法≫

毅業者の身元や勧誘目的をしっかり確認する

こと。

毅必要のない勧誘はきっぱり断ること。

毅不安をあおる業者の言葉をそのまま信じ

て、その場で工事の承諾をしないこと。

毅困ったときは、鳥取県消費生活センター

（緯0857-26-7605）に早めに相談すること。

詳しくは、企画課（緯76-0203）へお問
い合わせください。

*nGorNation

農業者年金受給者の皆様へ

現況届は、農業者年金を受給するために必

要な毎年の手続きです。

現況届が届く時期は５月下旬

現況届の用紙は、農業者年金基金から

本人あてに５月末日頃直接送付されます。

現況届の提出は６月中に役場へ

６月１日（火）から６月30日（水）までに

下記のいずれかへ提出してください。

提出先：八頭町役場 産業観光課
船 岡 庁 舎 産業建設課
八 東 庁 舎 農業委員会事務局

◎受給者本人が署名・記入することが困難な

場合は、代理人（親族等）が署名・記入を

行ってください。

◎死亡や住所変更をされている場合は農業委

員会事務局（緯84-1227）へ連絡ください。

※現況届の提出がない場合、11月から年金の

支払いが止まりますのでご注意ください。

現現現現現現現現現現現現況況況況況況況況況況況況届届届届届届届届届届届届はははははははははははは６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月333333333333000000000000日日日日日日日日日日日日ままままままままままままでででででででででででで現況届は６月30日までににににににににににににに
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(＋３)世帯5,898世帯数八頭町の
世帯数と人口

４月１日現在
（ ）内は前月比

(－72)人19,386総人口
(－34)人9,356男
(－38)人10,030女

年 齢ところ名 前日 付お
く
や
み

87歳(郡家西区)嶋美代子3月10日

82歳(北 山)西山 源昭11日

92歳(破 岩)田中 緑11日

98歳(下津黒)衣笠 昌子11日

78歳(賀茂町)田中 久雄12日

90歳(船岡殿)山本 義美13日

87歳(池 田)出 か祢13日

84歳(志 谷)森下 久夫15日

97歳(宮 谷)段 粂治16日

96歳(明 辺)宮﨑 み江21日

56歳(野 町)田中 孝夫21日

95歳(奥 野)坂根 すみ25日

76歳( 花 )明石 祐租27日

96歳(隼郡家)中川 春子28日

73歳(南ヶ丘)森藤 敏子28日

86歳(門 尾)小谷 君恵29日

86歳(野 町)川口 英男31日

55歳(才 代)田井 隆輝31日

83歳(郡家東区)前嶋 晴次4月1日

86歳(延命寺)竹内須美子5日

100歳(市 場)岡村せつ子6日

91歳(延命寺)岡森 節枝6日

83歳(郡家中区)赤松 勝子7日

88歳(郡家西区)松尾 和江9日

92歳(徳 丸)的塲あき子9日

ひとのうごき 平成22年４月10日届出現在（敬称略）

おとうさん･おかあさんところ名 前誕生日お
め
で
た

徳 和・真奈美(野 町)川戸美空璃
み く り

3月 2日

剛 志・ちなみ(堀 越)中山 瑠杏
る あ

5日

裕 二・光 代(池 田)矢山 春佳
はる か

17日

広 高・智 恵(郡家西区)但尾 光希
こう き

21日

元 春・綾 加(西御門)高木 慶虎
けい と

23日

光 義・美 幸(花 原)柳原 一穂
か ほ

25日

知 万・優 美(カーサこおげ)坂田愉来人
ゆ き と

26日

利 和・真由子(万代寺)林 春輝
はる き

27日

健 次・加 奈(フローラル)大平 咲空
さ ら

31日

有
料
広
告

町長交際費のお知らせ
平成22年１月から３月までの町長交際費

は次のとおりでしたのでお知らせします。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇支支支支支支支支支支支支支支支支出出出出出出出出出出出出出出出出内内内内内内内内内内内内内内内内◇支出内容容容容容容容容容容容容容容容容容 （円）

支出額内 容月

5,670若桜町長当選お祝い２月

3,266ＪＡ八東果実部総会お祝い〃

3,266郡家地域農業者年金友の会お祝い〃

3,266船岡地域農業者年金友の会お祝い３月

1,533いなば新水園総会お祝い〃

3,266ＪＡ八東柿生産部総会お祝い〃

3,266ＪＡ郡家果実部総会お祝い〃

3,780笑道谷生産組合総会お祝い〃

3,266ＪＡ郡家柿生産部総会お祝い〃

自 動 車 税（県 税）

完納にご協力をお願いします

の納付月です

５月は…

ニラ料理コンテスト参加者募集！
270年以上昔に植栽された「ニラ」の保存

活動を行っている「勘右衛門土手ニラ保存会」
かん え も ん

が、ニラを使って手軽に家庭で作れる「ニラ

料理コンテスト」を開催します。ふるってご

応募ください。

日 時 ６月13日（日）９:00～
場 所 東一公民館

応募者数 10人程度

経 費 材料費及びニラは、主催者が負担

応募・問い合わせ先
応募方法等詳しくは、企画課（緯76-0203）

へお問い合わせください。

錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆

今月の休場日は５月13日（木）です。
詳しくは、因幡霊場（緯0857-51-8320）へ

因幡霊場の休場日

と
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男女共同参画啓発シリーズ◯48

男女が共に責任を担っていく社会をめざして
男女共同参画社会とは「男女が均等に政治的、
経済的、社会的、文化的利益を享受することがで
き、共に責任を担うべき社会」と定義されています。
しかしながら、各集落の活動などにおいては、

「面倒な事は男に任せとけばいい。女は表に出るも
んじゃない。」とか「あそこの嫁さんはでしゃばり過
ぎだ」などと女性自身が地域に参画していく意欲が
薄いのも事実です。
地域社会で生活している人の半数は女性である

にも関わらず、女性が集落内での活動に参画しな
い環境のままでは、集落にとっても損失であり、
もったいないといえます。
共に利益を享受し、共に責任を担っていく社会を

めざして、まず女性自身の意識を変革していくこと
が今求められています。

*nGorNation
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再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています
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八頭町と韓国横

フェン

城郡は、平成17年12月に交流協
ソン

定を締結し、様々な分野で交流していますが、交

流事業の一環として行政派遣研修生の相互派遣事

業を行っています。

今年度は、平成23年２月４日(金)までの10カ月

間、行政研修職員として、韓国横城郡庁から全

蕙英(ジョン・ヘヨン)さんが、八頭町からは、総務

課 植田和夫課長補佐が相互派遣されました。

ジョンさんは、地域のイベントなどにも参加し

ますので、皆さんも気軽に声をかけていただきま

すようよろしくお願いします。

名 前
全 蕙英(ジョン・ヘヨン)

所 属
横城郡庁未来政策推進団

趣 味
旅行、読書

抱 負
今までずっと日本に興味が

あり、今回研修生として八頭町に来れたことを本
当にうれしく思います。
これから日本語だけでなく、日本の多様な文化

を体験し、そして学んだことを韓国で積極的に伝
えていきたいと思います。また、韓国の良い文化
も日本に伝えて「近くて遠い国」ではなく、言葉
通り「近くて近い国」となるよう頑張ります。

名 前
植田 和夫

所 属
総務課

抱 負
日本人としての誇りとプラ

イドを持って、また八頭町の代
表として恥じることのないよ

う、全力で頑張ってきます。
韓国で学び体験したことを、少しでも多く皆さ

んにお伝えしていきたいと思います。日韓、八頭
町と横城郡との更なる友好の為に責務を果たした
いと思います。それでは、「アンニョンヒケセヨ外

（また会えるその日まで）」


